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昭
和
十
三
年
に
国
の
史
跡
と
し
て
文
化
財
指
定
を
受
け
た
埼

玉

古
墳
群
は
、
大
型
古
墳
が
集
中
し
て
い
る
古
墳

群
と
い
う
こ
と
で
常
に
関
心
を
集
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
と
く
に
昭
和
五
十
三
年
に
稲
荷
山
古
墳
出
土
の
鉄
剣
か

ら
百
十
五
文
字
の
金
錯
銘
が
発
見
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
国
内
ば
か
り
で
な
く
世
界
各
地
か
ら
の
視
察
者
が
絶
え
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す

。

そ
の
間
、
埼
玉
県
住
宅
都
市
部
と
の
協
力
体
制
で

「
さ
き
た
ま
風
土

記
の

丘

」

の
整
備
も
進
み
、
桜
、
さ
つ
き
、

つ
つ
じ
、
菖
蒲
と
季
節
の
花
に
囲
ま
れ
て
家
族
連
れ
な
ど
の
憩
い
の
場
と
も
な

っ
て
い
ま
す

。

風
土
記
の
丘
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
古
墳
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
の
発
掘
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基

づ
い
て
整
備
も
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
平
成

二
年
度
に
は

二
子
山

古

墳
の
前
方
部
の
発
掘
調
査
を
県
単
独

事
業

と

し
て
行
い
、
ま
た
、
国
庫
補
助
事
業

「
埼
玉
古
墳
群
保
存
修
理

事

業

」
の

一
燥
と
し
て
、
昭
和
六
十

三
年
度
か
ら

四
ヶ
年
計
画
で
実
施
し
て
き
た
瓦
塚
古
墳
の
発
掘
調
査
、
及
び
整
備
が
こ
の
た
び
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

本

書

は

、

そ

の

発

掘

調

査

の

成

果

を

ま

と

め

「

埼

玉

古

墳

群

発

掘

調

査

報

告

書

第

八

集

」

と
し
て
刊
行
す
る

も
の
で
す
。

二
子
山
古
墳
は
、
全
長
百

三
十
五
認
の
埼
玉
県
下
最
大
の
古
墳

で

、
発
掘
調
査
の
結
果
、
外
堀
や
中
堤
の
立
ち

上
が
り
の
位
置
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
平
成
三
年
度
に
は
、
外
堀
や
中
堤
の
修
復
工

事
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
が
、
外
堀
部
分
に
は
県
住
宅
都
市
部
に
よ
っ
て
菖
蒲
が
植
え
ら
れ
て
県
民
の
方
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

瓦
塚
古
墳
は
、
墳
丘
を
修
復
の
う
え
形
状
が
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
芝
張
り
と
し
、

二
重

堀
は
保
護
も
考
慮
し

て
小
石
を
入
れ
て
整
備
し
ま
し
た
。
中
堤
に
渡
る
土
橋
も
復
原
し
、
埼
玉
古
墳
群
の
中
で
は
も
っ
と
も
築
造
時
に

近
い
景
観
を
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
発
掘
調
査
で
は
、
踊
る
埴
輪
や
馬
、
犬
な
ど
の
埴
輪
列
が
出
土
し
、

古
墳
時
代
の
埋
葬
儀
礼
を
知
る
の
に
貴
重
な
デ
ー
タ

ー
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
書
が
多
く
の
県
民
や
学
校
•
関
係
機
関
の
方
々
に
広
く
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

お
わ
り
に
、
発
掘
調
査
か
ら
本

書

の
刊
行
に
い
た
る
ま
で
御
指

導

・
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
開
係
者
各
位

に
対
し
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
四
年
三
月

序

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長

竹

内

克

好



m
 

II 例 序
（二） （一）

小 遺 遺

調

査

の

組

織

調

査

に

至

る

経

過

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

ー

調

査

の

経

過

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

2

日

二

子

山

古

墳

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

2

瓦
塚
古
墳
…
…
…
…
…
…
•

し
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…

…
…

…

3

埼

玉

古

墳

群

二

子

山

古

墳

目

の

立

の

..

..•......••.•

... 

8
 ゜

••••••

•••••••••

••••••••••••••••••••• 

ー

゜

髯

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

2
 

•
ノ
9

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

）
4
 

遺
物
の
観
察
表
・
・
・
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

・:307
 

3
 

T.t 
••••.......••••..

••
•••••

•••••

•
•••••••••••••••••••••••

•
•••

•••
•••••

•••••

•• 

,~ 

二

子

山

古

墳

の

円

筒

埴

輪

に

つ

い

て

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

37

I

調

査

の

経

過

次

調

査 地

と

環

境

＞

結

w 
小

吾――lltl 

瓦

塚

古

墳

の

8
 

3
 

•••••••••••

•••••••••

••••••••

•••••••••

••••• 

8
 

螢

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

3

，
 

ガ
J
••...•..•

........

.

.

.

.

......

...

................................

..

.......

.. 

)
 

遺

物

の

観

察

表

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

86

遺 遺

4
 ，
 

T
1千

．．．
．．．．．．．．．
．．．．．．．
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
．．
．．．．
．．．
．．．．
．．．．．．．．．．．．
．．．
．．．．．． 

J~ 

瓦
塚
古
墳
の
埴
輪
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…

•
9
4

7
 ，
 

••••••••••••

•••
•••••

•••••

••••••••••

•••••
••
••••••••••••••• 

調

査



第

21図

第

20図

第

19図

第

18図

第

17図

第

16図

第

15図

第

14図

第

13図

第

12図

第

11図

第

10図

第

9
図

第

8
図

第

7
図

第

6
図

第

5
図

第

4
図

第

3
図

第

2
図

第
ー
図

II ／／ ／／ ／／ 

” 

埼
玉
古
墳
群
に
お
け
る
二
子
山
古
墳
と
瓦
塚
古
墳
の
位
圏
…
…
…
…
•
•
…

•
9

二
子
山
古
墳
各
年
度
毎
発
掘
調
査
位
置
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・:・:・:11

二
子
山
古
墳
調
査
区
平
面
図
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
；
：
・
：
・
:
.. 
12 

二
子
山
古
墳
A

区
平
面
図
…
…
…
…
…
…
…
•
•

,

............ '・:・:・:・:・: .. 
13 

二
子
山
古
墳
B
.
c

区
平
面
図
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
·
·
…
…

•
1
4

二
子
山
古
墳
A

区
遺
物
出
土
状
況
図
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…

•
1
5

二
子
山
古
墳
B

区
外
堀
遺
物
出
土
状
況
図
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
•
•
1
6

二
子
山
古
墳
A

区
第
1

ト
レ

ン
チ
土
層
断
面
図

：
…

…
…
…
…
…

•
•
•
…
…

•
1
7

二
子
山
古
墳
A
区
第
2
1
4
ト
レ
ン
チ
土
層
断
面
図
…
…
…
…
…
…

・:・:18

二
子
山
古
墳
B

区
東
壁
土
層
断
面
図
：
…

•
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…

•
1
9

二
子
山
古
墳
B

区
西
壁
•
第
2

ト
レ
ン
チ
土
層
断
面
図

：
…
…
…
…
…
…

•
2
0

二
子
山
古
墳
B

区
a
I

e

グ
リ
ッ
ド
、

土
堀
、
溝
、
土
層
断
面
図
：

·
…

•
•
•
2
1

二
子
山
古
墳
出
土
遺
物
ー
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・:245
 

2
 

r
L
 ...
.
....
...
.
.
.
.
.
.
.
.
.
..
.....
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
 .
 6

 
2
 

3
 
.......................••.................•..•.....•.. 

7
 

2
 

4:・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
 8

 
2
 

r
J
 ...
.....
........
..............
.........
....
.....
..... .
 

，
 

2
 

rt ....
....
.........
.........
...
....
.......
.....
...
..
..
.
 
.
 

瓦
塚
古
墳
各
年
度
毎
発
掘
調
査
位
置
：
…
…
…
•
•
•
•
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
•
4
3

瓦
塚
古
墳
の
周
堀
と
墳
丘
の
検
出
状
況
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
4
4

瓦
塚
古
墳
調
査
区
平
面
図
ー
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
4
5

挿

図

目

次

第

44図

第

43図

第

42図

第

41図

第

40図

第

39図

第

38図

第

37図

第

36図

第

35図

第

34図

第

33図

第

32図

第

31図

第

30図

第

29図

第

28図

第

27図

第

26図

第

25図

第

24図

第

23図

第

22図

” 
／／ II II II II II 

瓦
塚
古
墳
出
土
遺
物
ー
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…

•
6
7

” 
// II II ／／ II II 

6
 

4
 

r
L
 ....
..
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
..
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
...
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
 .
 

瓦
塚
古
墳
造
出
し
部
平
面
図
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
•
•
•
4
7

前
方
部
円
筒
埴
輪
出
土
状
況
図
：

9

．．．．．．．．． 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
 ...
...... 48 

平
成
2

年
度
C

区
須
恵
器
出
土
状
況
図

•
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…

.....

..

....

.
 
48 

平
成
2
年
度
A
区
形
象
埴
輪
出
土
状
況
図
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
:
・
:
．．
 
49 

平
成
元
年
度
造
出
し
部
埴
輪
出
土
状
況
図
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
:
.. 
50 

瓦
塚
古
墳
土
器
出
土
状
況
図
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
......... 51 

瓦
塚
古
墳
土
層
断
面
図
1
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
:
............ 52 

” 

3
 

5
 

r
/
 .
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
 .
 4

 
5
 

r
a
L
 .
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
 .
 

5
 

5
 

4
:
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
 6

 
5
 

E
J
 .
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
..
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
 .
 7

 
5
 

E
 ..................................................... .
 

8
 

5
 

7
 ...
....
............
.....
.......
....
.......
........... .
 ，

 

5
 

t
 ......
..
.......
......
..........
....
.........
...
....
..
 
.
 

8
 

6
 

r
L
 ...
.
.....
....
...
....
....
...
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
..
.
....
..
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
 .
 

，
 

6
 

r『

L

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 .
 

。
7
 

4………………………………………………••• 

ー7
 

r↑
J
 
.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

.
 

2
 

7
 

rt ......
............
....
.....
.....
....
...............
..... .
 3

 
7
 

L1 ........................................................ .
 4

 
7
 

rt ...
........
..
.......
....
...
......
...
..
............
...... .
 



図

版

八

図

版

七

瓦

塚

古

墳

昭

和

63年
度
l
T
完
掘
状
況
／
前
方
部
南
調
査
区
完
掘
状
況

図
版

六

瓦
塚
古
墳
昭
和

63年
度
2
T
円
筒
埴
輪
列
検
出
状
況
／
同
上
（
拡
大
）

図

版

五

図

版

四

二
子
山
古
墳
B
区
全
景
（
墳
丘
上
か
ら
）
／

c区
全
景
（
西
か
ら
）

図
版

二
子
山
古
墳
B
区
内
堀
（
南
か
ら
）
／
同
上
（
東
か
ら
）

図
版

二
子
山
古
墳
A
区
全
景
（
南
か
ら
）

／
A
区
l
T
遺
物
出
土
状
況

図
版

第

57図

第

56図

第

55図

第

54図

第

53図

第

52図

第

51図

第

50図

第

49図

第

48図

第

47図

第

46図

第

45図

二
子
山
古
墳
A
区
全
景
（
西
か
ら
）

／
同
上
（
墳
丘
上
か
ら
）

図

版

目

次

II II ／／ II II 

” 
II ／／ II II 

” 

5
 

ワー

(
J
 .
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
 .
 

0

6

 

7
 

••••.•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• ー
1

7

 

7
 

••• ー
2

8

 

7
 

•••••••••••.••••••••••••••••••••••••••••••••••

••••••••••• 

ー
3

9

 

7
 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

ー
4

0

 

8
 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
．．
．．
．．．．
．．．．．．．
．．．．．
．．．
．．．．．．．．．．．．．． 

ー

ー

••.•.••.•.•.••••••••••••••••••••••••••••.•••••••••••••••• 5
 

1

8

 

6

2

 

8
 

•••••• ー
7

3

 

8
 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

ー
8

4

 

8
 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

ー
9

5

 

8
 

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

••
••••••••••• 

ー

菖
蒲
町
東
浦
古
墳
出
土
馬
形
埴
輪
（
馬
鐸
）
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…

•
9
5

二
子
山
古
墳
の
保
存
修
理
・
・
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
•
•
9
8

二
子
山
古
墳
表
採
須
恵
器
／
表
採
円
筒
埴
輪

瓦
塚
古
墳
昭
和

63年
度
後
円
部
東
調
査
区
完
掘
状
況
（
南
か
ら
）

／
前
方

図
版
十
九

II II II II 

（
北
か
ら
）

図
版
十
八
瓦
塚
古
墳
平
成
3
年
度
A
区
全
景
（
南
か
ら
）
／
l
T
遺
物
出
土
状
況

図
版
十
七

図
版
十
六

図
版

一
五

図
版

一
四

図
版

―
二

図
版

一
三

図
版
二
〇

図
版
ニ

―

図
版
ニ
ニ

図
版
二
三

図
版
二
四

部
東
調
査
区
完
掘
状
況
（
北
か
ら
）

瓦
塚
古
墳
平
成
元
年
度
く
び
れ
部
及
ぴ
造
出
し
全
景
（
西
か
ら
）

／
造
出

瓦
塚
古
墳
平
成
元
年
度
く
び
れ
部
及
ぴ
造
出
し
全
景
（
北
か
ら
）

／

B
区

造
出
し
付
近
内
堀
の
遺
物
出
土
状
況

瓦
塚
古
墳
平
成
元
年
度
l
T
墳
丘
部
の
遺
物
出
土
状
況
／
l
T
円
筒
埴
輪

瓦
塚
古
墳
平
成
2
年
度
A
区
完
掘
状
況
／
A
区
埴
輪
出
土
状
況

瓦
塚
古
墳
平
成
2
年
度
B
区
完
掘
状
況
／

c区
全
景

瓦
塚
古
墳
平
成
2
年
度
l
T
完
掘
状
況
（
中
堤
と
外
堀
の
境
界
ラ
イ
ン
）

/

2
T
完
掘
状
況
（
外
堀
と
外
堤
の
境
界
ラ
イ
ン
）

瓦
塚
古
墳
平
成

2
年
度

3
T完
掘
状
況
（
外
堀
）
／

5
T
完
掘
状
況
（
外
堀
）

瓦
塚
古
墳
平
成
3
年
度
2
T
遺
物
出
土
状
況
／
3
T
完
掘
状
況

瓦
塚
古
墳
出
土
遺
物

瓦
塚
古
墳
墳
丘
東
側
調
査
区
全
景
／
墳
丘
東
側
の
中
堤
検
出
ラ
イ
ン

況 瓦
塚
古
墳
平
成
元
年
度
D
区
前
方
部
隅
角
部
／
4
T
内
堀
の
遺
物
出
土
状

出
土
状
況

図
版

図
版
一
〇

し
完
掘
状
況
（
西
か
ら
）

図

版

九



六 五

各
事
業
の
組
織
は
、
別
表
に
掲
げ
る
と
お
り
で
あ
る
。

度
よ
り
史
跡
埼
玉
古
墳
群
保
存
整
備
協
議
会
）
の
指
導
を
受
け
た
。

平
成
三
年
八
月
六
日

1
平
成
四
年
二
月

一
五
日

松
良

中
島
利
治
・
谷
井
彪
・
大
和
修
・
若

若
松
良

中
島
利
冶
・
谷
井
彪
・
駒
宮
史
朗

本
書
は
、
埼
玉
県
行
田
市
埼
玉
五
一
五
八
ほ
か
に
所
在
す
る
埼
玉
古
墳
群
二
子
山

古
墳
、
及
び
行
田
市
埼
玉
五
二
四
七
ノ

一
ほ
か
に
所
在
す
る
瓦
塚
古
墳
の
発
掘
調
査

二
子
山
古
墳
の
調
査
は
、
中
堤
の
整
備
に
先
立
っ
て
、
埼
玉
県
教
育
委
員
会
が
主

瓦
塚
古
墳
の
調
査
は
、
文
化
庁
の
国
庫
補
助
を
受
け
て
、
埼
玉
県
教
育
委
員
会
が

0
二
子
山
古
墳

平
成
三
年
一
月
ニ
―
日

1
三
月
二
九
日

谷
井
彪
・
大
和
修
・
若
松
良
一

〇
瓦
塚
古
墳

•
谷
井
彪
・
駒
宮
史
朗
・
若
松
良
一
•
田
中
正
夫

平
成
元
年
七
月
二
五
日

1
1
0
月

一
三

日

平
成
二
年
七
月
二
三
日

1
1
0
月
一
九
日

大
和
修
・
若
松
良

一

瓦
塚
古
墳
の
発
掘
調
査
に
つ
い
て
は
、
瓦
塚
古
墳
保
存
整
備
協
議
会
（
平
成
元
年

昭
和
六
三
年
七
月
二
五
日

1
1
0
月

一
九

日

担

当

者

中

島

利

冶

担

当

者

中

島

利

治

四
各
調
査
の
実
施
期
間
、
担
当
者
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

主
体
と
な
り
、
埼
玉
県
立
さ
き
た
ま
資
料
館
が
実
施
し
た
。

体
と
な
り
、
埼
玉
県
立
さ
き
た
ま
資
料
館
が
実
施
し
た

。

報
告
魯
で
あ
る
。
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委
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化

庁
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崎

武

中

島

洋

高

橋

和

小

林

義

孝

泉

武

赤

塚

次

郎

御
協
力
を
賜
っ
た
。

さ
れ
た

。

良

一
か
行
っ
た

。

渡
辺

菖
蒲
町
教
育
委
員
会

埼
玉
県
住
宅
都
市
部
北
部
公
園
建
設
事
務
所

豊
子

土
生
田
純
之

滝

沢

誠

斉

藤

国

夫

岡

崎

久

子

飯

塚

武

中
山
浩
彦
・
日
商
慎
の
協
力
を
得
た
。

三
ツ
木
貞
夫

辰

己

和

弘

澤

田

秀

実

川

西

宏

幸

五
十
嵐
紀
志
子

一
が
加
除
箪
を
行
い
、
大
村
進
が
監
修
し
た
。

森

浩

塚

田

良

道

杉
山

晋
作

車

崎

正

彦

一
瀬

和

夫

出
土
品
の
整
理
及
び
本
書
の
作
成
は
、
平
成
三
年
度
に
、
埼
玉
県
立
さ
き
た
ま
資

料
館
が
行
っ
て
、
主
に
若
松
良
一
が
当
た
り
、
大
友
務
の
指
導
の
も
と
に
大
和
修
・

本
書
の
執
筆
は
各
文
末
に
記
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
全
体
に
つ
い
て
は
若
松
良

写
真
撮
影
は
、
遺
構
は
各
調
査
担
当
者
が
、
遺
物
に
つ
い
て
は
、
大
和
修
・
若
松

二
子
山
古
墳
の
中
堤
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、
調
査
結
果
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と
に
、
埼
玉
県
教
育
委
員
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っ
て

復
原
整
備
さ
れ
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埼
玉
県
住
宅
都
市
部
北
部
公
園
建
設
事
務
所
に
よ
っ
て
植
栽
が
施

発
掘
調
査
か
ら
整
理
報
告
に
至
る
ま
で
左
記
の
方
々
及
び
各
機
関
か
ら
御
指
導
、
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副
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長

佐
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大

村
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参
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兼
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長

進

事
務
局
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発
掘
調
査
・
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報
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埼
玉
県
立

さ
き
た
ま
資
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久
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民
俗
文
化
財
・

記
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物

係

茂

文
化
庁
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課
一

文
化
財
調
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官

加

藤

允

彦
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者
桜

井

外

園

滝

沢
田

中

岩

崎

卓

亀

井

正

大

塚

初

柳

田

敏

織
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大
阪
大
学
学
生
）

恵

廂

溢
3

大
学
学
生
）

宣
（
大
正
大
学
学
生
）

史
跡
埼
玉
古
墳
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存
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会
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司
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民
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参
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道
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波
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坂
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史
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進
[

北
部
公
園
建
設
事
務
所
長

一

i

平
成
二
年
度
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古
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埼
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芸

員
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司
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埼
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査
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念

物

係

庶

務

課

長

渡

辺

秀

雄

課

長

補

佐

加

藤

敏

昭

中

山

浩

主

査

駒

宮

史

朗

副

参

事

小

池

信

発

掘

参

加

者

太

田

博

嘱 学

同

田

中

正

夫

同

託

金

子

芳

若

松

良

芸

員

柳

正

博

学

芸

課

長

谷

井

彪

|

L
 

古
田

館

長

中

島

利

治

富

館

長

角

田

蔵

夫

横

川

好

主

幹

兼

課

長

補

佐

事
務
局
（
発
掘
調
査
）
埼
玉
県
立
さ
き
た
ま
資
料
館

同

猪

山

岡

本

民
俗
文
化
財
・

記

念

物

係

健

桂

夫

課

同

長

早

川

智

明

事
務
局
（
企
画
調
整
）
埼
玉
県
教
育
局
文
化
財
保
護
課

指

導

部

次

長

荒

井

安

田

正

信



庶

務

係

柿

沼

房

雄

庶

務

課

長

小

林

栄

瓦
塚
古
墳
の
調
査
（
昭
和
六
三
年
）

主
体
者
埼
玉
県
教
育
委
員
会

地

冗

住

民

副

館

長

中

島

利

治

向

後

達

也

” 

史
（
帝
京
大
学
学
生
）

同 同

川

崎

栄

田

中

由

夫

庶

務

係

松

本

幸

子

館

長

大

村

進

坂

本

尚

庶

務

課

長

鈴

木

事
務
局
（
発
掘
調
査
）
埼
玉
県
立
さ
き
た
ま
資
料
館

二
三
男

保

坂

之

主

査

駒

宮

史

朗

同

浅

野

春

樹

荒

井

吉

副

館

長

中

島

利

治

文

化

財

係

市

川

修

中

島

主

査

水

村

孝

行

桜

井

冗

子

”
二
松
学
舎
大
学
一

操
[

学

生

正
（
専
修
大
学
学
生
）

寿
（
大
妻
短
大
学
生
）

館

長

角

田

蔵

夫

事
務
局
（
発
掘
調
査
）
埼
玉
県
立
さ
き
た
ま
資
料
館

商

橋

埋

蔵

文

化

財

係

長

葛

西

い
ず
み

// 

同

猪

山

健

夫

児

玉

紹

子

II 

岡

本

民
俗
文
化
財
・

記

念

物

係

雄

課

長

補

佐

加

藤

敏

昭

森

脇

淳

II 

副

参

事

小

池

信

内

藤

吉
元

II 

柿

沼

幹

夫

民
俗
文
化
財
・

記

念

物

係

長

横

川

好

主

幹

兼

課

長

補

佐

富

日

野

成

庶

務

係

小

野

正

博

課

長

早

川

智

明

宮

内

友

庶

務

係

長

保

永

清

光

事
務
局
（
企
画
・
調
整
）
埼
玉
教
育
局
文
化
財
保
護
課

鈴

木

同

横

川

好

富

同

荒

井

桂

発

掘

参

加

者

澤

田

秀

法
政
大
学

〕

大
学
院
生

実
〔

直

II

一丁
〔
法
政
大
学

〕

／

ー

学

生

央

II

同

栃

原

嗣

雄

指

導

次

長

安

田

正

信

課

長

補

佐

古

市

芳

之

指

導

部

長

久

保

旺

教

育

長

竹

内

克

好

主
体
者

埼
玉
県
教
育
委
員
会

嘱

同

託

鈴

木

養

平

田

中

裕

子

課

長

百

瀬

陽

同

若

松

良

事
務
局
（
企
画
・
調
整
）
埼
玉
県
教
育
局
文
化
財
保
護
課

同

石

川

博

行

同

小

池

昭

彦

二
子
山
古
墳
の
調
査
（
平
成
二
年
度
）

学

芸

大

和

修

指

導

次

長

藤

井

均

谷

井

彪

調

査

の

組

織

学

芸

課

長

同

員

松

本

幸

子

指

導

部

長長

岩

田

敏

教

育

荒

井

修



見
せ
る
。

と
し
た
復
原
整
備
事
業
は
、
昭
和
四
二
年
度
の

埼玉県教育委員会による古墳群調査一覧表

調
査
の
経
過

二
子
山
古
墳

埼
玉
古
墳
群
最
大
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
二
子
山
古
墳
の
調
査
と、

「
さ
き
た
ま
風
土
記
の
丘
」
建
設
着
手
と

同
時
に
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
四
九
・
五
五
・
五
九
年
度
に
も
調
査
が
実
施
さ
れ
、

そ
の
都
度
、
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
内
堀
は
復
原
さ
れ
、
秋
冬
に
は
渡
り
鳥
が
飛
来

し
、
夏
に
は
水
蓮
の
花
が
咲
き
乱
れ
、
広
く
見
学
者
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
堤

と
そ
の
西
側
に
付
設
さ
れ
た
造
出
し
は
盛
土
復
原
さ
れ
て
、
周
遊
路
と
し
て
活
用
さ
れ
て

．

い
る
。
ま
た
、
外
堀
に
は
菖
蒲
が
植
栽
さ
れ
て
お
り
、
花
時
に
は
観
賞
客
で
に
ぎ
わ
い
を

と
こ
ろ
で
、
前
方
部
南
側
の
周
堀
部
分
に
は
、
民
有
地
が
残
り
、
平
成
元
年
度
ま
で
耕

作
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
中
堤
は
漸
定
的
に
屈
曲
し
た
形
で
整
備
せ
ざ
る
得
ず
、

内
堀
も
実
際
よ
り
狭
く
復
原
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
平
成
二
年
度
に
は
、
公
圏
用
地
と

し
て
当
該
地
を
県
が
買
収
し
た
の
で
懸
案
の
整
備
の
実
施
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、

県
教
育
委
員
会
は
県
住
宅
都
市
部
と
協
議
の
う
え
、
県
立
さ
き
た
ま
資
料
館
が
発
掘
調
査

を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
基
礎
と
し
て
、
北
部
公
園
建
設
事
務
所
が
整
備
を
行
う
こ
と
と

し
た
。
発
掘
期
間
は
平
成
三
年
一
月
ニ
―
日
か
ら
三
月
二
九
日
ま
で
で
あ
っ
た
。

ー

（一）
調
査
に
至
る
経
過

そ
の
成
果
を
基
礎

年度 古墳名（ 調査箇所） 報 告 書 等

2

3

 

4

4

 

48 I稲荷山．丸要山古墳憚l堀卜
レンチ調査〉

49 I桓塚．天王山等小円墳群及び
＿子山古墳（中堤造り出し部）

54 

“ l鉄砲山古墳（前方部西側周掘）

5

6

7

8

9

 

5

5

5

5

5

 

60 

61 

62 

1
8
 

3
 

6
 

二子山．鉄砲山．奥の山古墳
G 掘トレンチ調査）

稲荷山古墳（主体部）

瓦塚古墳（前方郎南側周堀）

二子山古墳（後円部北方外堀）

愛宕山古墳（後円部東側及び
前方部南側周堀）

瓦塚古墳（墳丘西側周掘）

鉄砲山古墳（後円部東側周堀）

将軍山古墳（前方部西方地区）

“ l二子山古墳（前方部南方外堀）

丸墓山古墳（北．南側周堀）

瓦塚古墳 OO側周堀）

丸墓山古墳（墳丘南崩壊部分）

中の山古墳（北東周埠郎分）

丸墓山古墳（墳丘南崩壊部分）

瓦塚古墳（墳丘と周堀部分）

2 I二子山古墳（前方部周掘部分）

r二子山古墳J （県数育委員会昭和62年 8月）

r埼玉稲荷山古墳J （県数育委員会 昭和55年 11月）

” r丸薔山古墳』 （県数育委員会 昭和63年 8月）

『埼玉 1~7号 墳J （県数育委員会 昭和63年 3月）

r瓦塚 古 墳J 渫数育委員会

r鉄砲山古墳J ( 

『二子山古墳J ( 

『愛宕山古墳J ( 

『瓦塚古墳J ( 

『鉄砲山古墳J ( 

『将軍山古墳J ( 

『二子山古墳J ( 

『丸塞山古墳J ( 

昭和61年 3月）

昭和6呼 3月）

昭和6呼 3月）

昭和6呻 3月）

『奥の山古墳・瓦塚古墳・中の山古墳』 （／／ 平成元年 3月）

『調査研究報告J 第 2号（さきたま資料館 平成元年 3月）

『奥の山古墳・瓦塚古墳 ・中の山古墳J い 平 成 元 年 8月）

r調査研究報告』第 2号（さきたま資料館

今 回 四 告

平成元年 8月）

瓦
塚
古
墳
は
現
存
す
る
墳
丘
長
六
四
屈
の
前
方
後
円
墳
で
、
埼
玉
古
墳
群
中
で
は
小
規

模
な
前
方
後
円
墳
で
あ
る
。
こ
の
古
墳
は
墳
丘
の
東
側
か
過
去
に
土
取
り
さ
れ
、
原
形
を

大
き
く
損
っ
て
い
た

。
ま
た
、
土
取
り
個
所
は
崖
面
と
な
り
、
崩
落
す
る
危
険
性
が
あ
っ

口

瓦

塚

古

墳

昭和61年 3月）

昭和6呼 8月）

昭和63年 3月）

昭和6笞 3月）

昭和63年 3月）

今 回 四 告



（一）

遺
構
と
遺
物
に
限
定
し
て
報
告
す
る
こ
と
に
し
た
い

。

た
。
こ
の
た
め
、
埼
玉
県
教
育
委
員
会
は
文
化
庁
と
協
議
の
う
え
、
国
庫
補
助
を
受
け
て
、

初
年
度
の
昭
和
六
三
年
に
は
、
瓦
塚
古
墳
保
存
整
備
協
議
会
の
指
導
に
よ
り
、
削
平
さ

れ
た
東
側
墳
裾
ラ
イ
ン
の
検
出
と
、
保
存
状
態
の
良
い
西
側
墳
丘
の
調
査
（
主
に
段
築
の

確
認
）
結
果
に
も
と
づ
い
て
、
東
側
墳
丘
の
盛
土
復
原
工
事
が
実
施
さ
れ
た
。

て
の
整
備
を
目
ざ
す
こ
と
と
な
り
、
確
認
調
査
と
保
存
修
理
工
事
を
平
成
三
年
度
ま
で
継

確
認
調
査
は
、
墳
丘
の
保
存
状
態
の
良
い
部
分
は
最
小
限
に
と
ど
め
、
周
堀
の
形
態
把

平
成
三
年
度
に
は
、
南
側
の
外
堀
上
に
建
っ
て
い
た
旧
山
崎
家
を
遺
跡
地
外
に
移
動
し

て
、
調
査
を
実
施
し
た
。
平
成
三
年
度
末
に
は
、
瓦
塚
古
墳
の
整
備
が
完
了
す
る
予
定
で

あ
る
。
本
報
告
は
保
存
修
理
報
告
書
と
は
別
な
の
で
、
調
壼
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た

調
査
の
経
過

二
子
山
古
墳

今
回
の
発
掘
調
査
で
は
、
調
査
区
に
二
子
山
内
堀
の
水
が
流
入
す
る
た
め
、
期
間
中
、

水
中
ポ
ン
プ
を
利
用
し
、
内
堀
の
貯
水
排
出
を
行
い
、
水
位
を
下
げ
る
こ
と
に
努
め
た

。

一
月
二
＿
―
-
日

1
三
一
日

二
子
山
古
墳
前
方
部
の
西
側
に

A
区
、
南
側
に

B
区
を
設
定
。
バ
ッ
ク
ホ
ウ
に
て
表
土

握
と
墳
裾
ラ
イ
ン
の
検
出
に
重
点
を
お
い
た
。

続
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

平
成
元
年
度
に
は

当
初
の
填
丘
の
み
の
保
存
修
理
案
を
見
直
し
、
周
堀
部
分
を
含
め

墳
丘
の
保
存
修
理
事
業
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

二
月
一
六
日
ー
ニ
ニ

日

面
図
作
成
。

B
区
内
堀

e
.
f
グ
リ
ッ
ト
を
設
定
し
、
掘
り
下
げ
る
。

は
、
長
軸
一
八

0
バ
2

ザル‘

短
軸
八
〇
パ
2

げ
ル
で
立
ち
上
が
り
の
急
な
土
拡
が
あ
る
。

一
号
土

二
月
六
日

1
九
日

の
あ
る
西
側
に
集
中
し
て
い
た

。

出
し
部
北
側
よ
り
器
台
の
破
片
、
そ
の
南
側
よ
り
甕
の
口
縁
部
及
び

本
の
杭
跡
と
一
条
の
溝
が
あ
り
、
陶
磁
器
類
・
瓦
片
出
土
。

を
除
去
。

A
区
は
外
堀
、

B
区
は
内
堀
・
中
堤
・
外
堀
の
プ
ラ
ン
確
認
を
進
め
る
。

二
月
一
日

1
五
日

B
区
内
堀
に

a
.
b
グ
リ
ッ
ト
を
設
定
し
、
掘
り
下
げ
る
。
内
堀
堀
底
と
考
え
ら
れ
る

ロ
ー
ム
層
を
検
出
。
内
堀
の
中
堤
際
に
、
明
瞭
な
立
ち
上
が
り
を
確
認
。
多
く
の
円
筒
埴

輪
片
が
中
堤
の
流
れ
込
み
付
近
に
集
中
し
て
い
る
。

二
月
四
日

a
.
b
グ
リ
ッ
ト
に
は
、
後
世
の
二

船
を
出
し
て
二
子
山
墳
丘
に
渡
り
、
墳
裾
を
廻
っ
て
遺
物
の
表
採
を
実
施
す
る
。
造
り

な
ど
の
須
恵
器
片

を
採
集
。
境
裾
全
周
に
わ
た
り
多
く
の
円
筒
埴
輪
が
み
と
め
ら
れ
る
が
、
特
に
造
出
し
部

B
区
内
堀

a
グ
リ
ッ
ト
の
追
物
ド
ッ
ト
図
作
成
。
出
土
状
況
写
真
撮
影
を
行
う
。

B
区

外
堀
部
に
第

2
ト
レ
ン
チ
を
設
定
、
掘
り
下
げ
る
。
外
堀
中
堤
寄
り
に
円
筒
埴
輪
片
が
比

較
的
多
く
確
認
さ
れ
る
。
第
2
ト
レ
ン
チ
東
壁
に
沿
う
よ
う
に
、
青
灰
色
の
粘
質
土
の
溝

が
あ
る
。
遺
物
か
ら
新
し
い
水
田
の
水
路
跡
か
。
B
区
内
堀
に

C
.
d
グ
リ
ッ
ト
を
設
定
。

二
月
―
二
日

1
一
五
日

第
2
ト
レ
ン
チ
内
で
過
年
度
の
深
掘
に
当
た
る
。
ま
た
ト
レ
ン
チ
中
央
付
近
の
堀
底
に

拡
と
す
る
。
あ
る
い
は
墓
跡
と
も
考
え
ら
れ
る
。
第
2
ト
レ
ン
チ
、
遺
物
ド
ッ
ト
図
、
平

B
区
西
壁
の
土
層
断
面
図
作
成
。
外
堀
の
中
堤
際
立
ち
上
が
り
部
は
確
認
で
き
ず
。

-2-



B
区
に
新
た
に
、
第
ー
ト
レ
ン
チ
を
設
定
、
外
堀
の
中
堤
立
ち
上
が
り
検
出
作
業
を
行

う
。

B
区
内
堀

a
I
e
の
各
土
層
断
面
図
、
遺
物
ド
ッ
ト
図
作
成
。

B
区
全
景
の
写
真
撮

影
実
施
。

A
区
、
外
堀
の
中
堤
寄
り
に
第

1
ト
レ
ン
チ
を
設
定
、
掘
り
下
げ
る
。
外
堀
側

B
区
第
1
ト
レ
ン
チ
の
遺
物
ト
ッ
ト
図
及
び
平
面
図
作
成
。
A
区
第
ー
・

2
ト
レ

ン
チ

外
堀
立
ち
上
が
り
部
の
検
出
作
業
を
行
う
。
あ
わ
せ
て
外
堀
の
外
堤
立
ち
上
か
り
付
近
を

検
出
す
る
目
的
で
第
3
ト
レ
ン
チ
を
設
定
。
ま
た

A
区
第
1
、
2
ト
レ
ン
チ
の
中
間
、
外

堀
中
堤
寄
り
に
第
4
ト
レ
ン
チ
を
設
定
。
外
堤
、
中
堤
双
方
の
立
ち
上
が
り
部
の
保
存
状

態
良
好
。
外
堀
側
中
堤
寄
り
の
第
4
ト
レ
ン
チ
の
方
に
円
筒
埴
輪
片
が
多
い

。
A
区
第
ー

ト
レ
ン
チ
中
央
部
で
人
物
埴
輪
の
ア
ゴ
の
破
片
を
一
点
検
出
。
A
区
各
ト
レ
ン
チ
の
遺
物

A
区
ト
レ
ン
チ
完
掘
。

A
区
中
堤
の
保
存
状
況
を
調
査
。
土
層
断
面
図
作
成
、
写
真
撮

影
。

B
区
外
堀
の
東
壁
土
層
断
面
図
作
成
、

B
区
の
外
堤
立
ち
上
が
り
部
推
定
部
と
と
も

遺
跡
原
点
杭
の
座
標
の
確
認
、
補
足
調
査
を
実
施
。

A
区、

B
区
と
も
遺
構
を
砂
で
保

護
し
た
後
、
埋
め
戻
す
。

三
月
一
八
日
ー
ニ
九
日

A
区
全
体
測
量
と

B
区
の
補
足
測
量
を
行
う
。

三
月
八
日
＼
一
五
日

に
写
真
撮
影
。

三
月
四
日

1
八
日

ド
ッ
ト
図
、
平
面
図
作
成
。
写
真
撮
影
を
終
え
る
。

二
月
二
五
日

1
二
月
二
八
日

中
堤
寄
り
に
円
筒
埴
輪
片
多
数
出
土
。
A
区
第
2
ト
レ
ン
チ
を
設
定
。

第

2
ト
レ
ン
チ
円
筒
埴
輪
列
の
出
土
状
況
の
写
真
撮
影
を
行
う
。
埴
輪
列
南
端
に
わ
ず

か
基
底
部
の
遺
存
す
る

4
個
体
目
の
円
筒
埴
輪
を
確
認
。
前
方
部
南
調
査
区
に
お
い
て
は

八
月
九
日

始
す
る
。

第
2
ト
レ
ン
チ
遺
物
集
中
区
の
微
細
図
を
作
成
。
前
方
部
南
調
査
区
の
掘
り
下
げ
を
開

八
月
八
日

さ
れ
る
。

第

2
ト
レ
ン
チ
中
段
下
位
に
お
い
て
、
円
筒
埴
輪
底
部
3
個
体
が
並
ん
だ
状
態
で
検
出

八
月
五
日

第
ー
ト
レ
ン
チ
に
並
行
し
て
、
第
2
ト
レ
ン
チ
に
お
い
て
も
発
掘
作
業
を
開
始
。

八
月
三
日

業
を
行
う
。

昭
和
六
三
年
度
は
、
後
円
部
西
側
と
墳
丘
と
前
方
部
西
側
墳
丘
及
び
前
方
部
東
側
の
周

堀
部
分
に
ト
レ

ン

チ
を
設
定
し
、
さ
ら
に
後
円
部
東
側
•
前
方
部
東
側
及
び
南
側
に
墳
裾

ラ
イ

ン
の
検
出
を
目
的
と
し
た
調
査
区
を
設
定
し
て
調
査
を
行
っ
た
。
調
査
期
間
は
、
七

七
月
二
五
日

ト
レ

ン
チ
の
表
土
除
去
作
業
を
開
始
す
る
。
ま
た
、
調
査
予
定
地
内
の
樹
木
の
移
植
作

八
月

一
日

墳
丘
に
ト
レ

ン
チ
（
後
円
部
側
を
第
ー
、
前
方
部
側
を
第
2
)
を
設
定
。

月
二
五
日
か
ら
十
月
十
九
日
ま
で
で
あ
る
。

昭
和
六
三
年
度

口

瓦

塚

古

墳
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前
方
部
東
調
査
区
を
引
続
き
調
査
す
る
が
、
雨
の
た
め
作
業
中
断
。

第
1
.
2
ト
レ
ン
チ
の
埋
め
戻
し
作
業
を
開
始
。

ト
レ
ン
チ
の
埋
め
戻
し
を
終
了
。

九
月
二

0
日

九
月
二
九
日

後
円
部
東
調
査
区
の
発
掘
作
業
を
開
始
。

十
月
三
日

前
方
部
東
調
査
区
に
第
3
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
、
発
掘
作
業
を
開
始
。

九
月
一
六
日

八
月
三
一
日

八
月
二
六
日

前
方
部
南
・
東
調
査
区
を
発
掘
。

八
月
二
三
日

前
方
部
南
調
査
区
の
遺
物
分
布
図
を
作
成
し
、
遺
物
を
取
り
上
げ
る
。

八
月
一
九
日

第
2
ト
レ
ン
チ
の
そ
の
他
の
遺
物
の
取
り
上
げ
を
行
う
。
雨
の
た
め
作
業
中
断
。

八
月
一
六
日

取
り
上
げ
後
の
遺
構
に
砂
を
入
れ
る
。

第
1
ト
レ
ン
チ
土
層
断
面
図
を
作
成
。
全
景
写
真
撮
影
を
行
う
。
第
2
ト
レ
ン
チ
円
筒

埴
輪
列
底
部
の
出
土
状
況
写
真
を
撮
影
。
微
細
図
作
成
の
後
、
遺
物
の
取
り
上
げ
を
完
了
。

八
月
一
五
日

ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー
を
使
用
し
て
表
土
及
び
覆
土
を
排
土
す
る
。
表
土
中
か
ら
は
ゴ
ミ
な

ど
が
出
土
し
、
部
分
的
に
か
な
り
深
く
ま
で
撹
乱
を
受
け
て
い
る
。

八
月
八
日

師
器
片
が
大
量
に
出
土
し
た
。

八
月
四
日

十
月
―
―
日

十
月
一
三
日

十
月

一
九
日

埋
め
戻
し
作
業
終
了
。
器
材
等
を
撤
収
し
、
調
査
を
終
了
す
る
。

平
成
元
年
度

平
成
元
年
度
は
、
墳
丘
西
側
く
び
れ
部
及
び
前
方
部
南
西
隅
角
部
に
調
査
区
を
設
定
、

前
方
部
主
軸
付
近
と
墳
丘
東
側
中
堤
付
近
に
ト
レ

ン
チ
を
設
定
し
、
調
査
を
行
っ
た
。
調

七
月
二
五
日

調
査
区
周
辺
の
樹
木
の
切
除
・
移
植
作
業
及
び
垣
根
の
切
廻
し
作
業
を
開
始
。

七
月
二
七
日

発
掘
区
の
設
定
。
墳
丘
く
び
れ
部
西
側
の
第
ー
ト
レ
ン
チ
の
掘
り
下
げ
を
開
始
。
円
筒

埴
輪
片
が
大
量
に
出
土
し
た
。
墳
丘
上
段
と
中
段
の
双
方
に
埴
輪
列
の
可
能
性
あ
り
。

七
月
三
一
日

第
1
ト
レ
ン
チ
上
半
部
で
盛
土
面
ま
で
到
達
。

造
出
し
南
側
に
設
定
し
た

C
区
の
掘
り
下
げ
を
開
始
。
円
筒
埴
輪
片
、
須
恵
器
片
、
土

前
方
部
南
西
隅
角
部
の

D
区
の
掘
り
下
げ
を
開
始
。
内
堀
の
中
堤
側
立
ち
上
が
り
の
検

杏
期
間
は
、
七
月
二
五
日
か
ら

1
0
月
一
三
日
ま
で
で
あ
る
。

前
方
部
東
調
査
区
か
ら
埋
め
戻
し
開
始
。

前
方
部
東
調
査
区
か
ら
遺
構
保
護
の
た
め
の
砂
入
れ
を
開
始
。

後
円
部
東
調
査
区
の
測
量
を
開
始
。
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九
月
六
日

設
定
。

定
、
掘
り
下
げ
を
開
始
す
る
。
前
方
部
中
軸
線
上
に
、

八
月
三

0
日

A
区
で
後
円
部
立
ち
上
が
り
を
検
出
。
遺
物
は
少
量
出
土
し
た
。

八
月
二
二
日

四
0
バ
2

炉
で
、
遺
物
量
は
少
な
か
っ
た
。

D
区
完
掘
。
明
瞭
な
形
で
前
方
部
南
西
隅
角
部
を
検
出
し
た
。
内
堀
と
の
比
高
差
は
約

墳
丘
東
側
中
堤
プ
ラ
ン
確
認
後
、
写
真
撮
影
。

D
区
の
東
側
に
二

”lYI四
方
の

E
区
を
設

八
月
ニ
―
日

八
月

――

日

真
撮
影
を
行
っ
た
。

八
月
一

0
日

の
全
容
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
る
。

第
2
•

第
3

ト
レ
ン
チ
の
掘
り
下
げ
を
行
い
、
中
堤
プ
ラ
ン
を
検
出
。
昭
和
六
一
年
度

調
査
に
お
け
る
第
2
ト
レ
ン
チ
を
試
掘
し
、
中
堤
プ
ラ

ン
を
検
出
す
る
。
こ
れ
ら
三
本
の

ト
レ
ン
チ
に
か
か
る
長
大
な
三
屈
幅
の
南
北
方
向
の
ト
レ

ン
チ
を
設
定
し
、
中
堤
プ
ラ
ン

墳
丘
東
側
の
中
堤
プ
ラ
ン
の
確
認
終
了
。
墳
丘
西
側
く
び
れ
部
に
設
定
し
た
第
ー
ト
レ

ン
チ
、

B
区、

C
区
を
周
堀
側
に
そ
れ
ぞ
れ
拡
張
。

D
区
は
プ
ラ
ン
確
認
を
終
了
し
、
写

B
区、

C
区
と
も
に
造
出
し
部
を
露
出
。
後
世
の
溝

(
S
D
I
)
に
よ
っ
て
造
り
出
し

根
本
部
分
が
切
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

S
D
l
か
ら
は
ガ
ラ
ス
器
等
が
出
土
。

八
月
九
日

-
•
五
妍
幅
の
第
4

ト
レ
ン
チ
を

出
を
目
的
と
し
て
、
墳
丘
東
側
に
第

2
•

第
3
ト
レ
ン
チ
を
設
定
。

設
定
し
未
整
備
の
南
側
内
堀
・
中
堤
・
外
堀
の
調
査
を
行
っ
た
。

遺
構
実
測
、
遺
構
完
掘
写
真
の
撮
影
を
終
了
。
埋
め
戻
し
を
開
始
。

c区
北
端
に
土
壊
が
あ
り
、
写
真
撮
影
を
行
う
。

1
0
月
六
日

F
区
掘
り
下
げ
開
始
。
須
恵
器
が
多
く
出
土
。

九
月
二
七
日

c

区
•
E

区
を
完
掘
し
、
写
真
撮
影
。
第

4

ト
レ
ン
チ
の
遺
物
出
土
状
況
を
写
真
撮
影
。

1
0
月
二
日

第
4
ト
レ
ン
チ
を
精
査
。
内
堀
底
面
と
思
わ
れ
た
部
分
は
ロ
ー
ム
プ
ロ
ッ
ク
と
黒
色
土

の
混
合
層
で
あ
る
た
め
、
更
に
掘
り
下
げ
を
行
う
。
B
.
c
区
間
に

F
区
を
設
定
。

1
0
月
三
日

1
0
月
―
―
日

第

1
ト
レ
ン
チ
遺
物
ト
ッ
ト
図
作
成
。
遺
構
実
測
、
遺
構
完
掘
写
真
の
撮
影
を
行
う
。

-
0
月

―
二
日

1
0
月

一
三
日

埋
め
戻
し
終
了
。
器
材
等
を
撤
収
し
、
調
査
を
終
了
す
る
。

平
成
二
年
度

平
成
二
年
度
は
前
方
部
西
側
に

A
区
、
山
崎
家
哀
手
に

B
区
、
山
崎
家
東
側
に

C
区
を

物
検
出
作
業
を
行
う
。

九
月
二
六
日

第
4
ト
レ
ン
チ
の
墳
丘
部
の
調
査
。
遺
物
は
少
量
の
出
土
で
、
円
筒
埴
輪
列
は
周
堀
内

へ
流
れ
込
ん
だ
も
よ
う
。

A

区
を
精
査
し
、
完
掘

。

写
真
撮
影
を
終
了
。
第

1
•

第
4

ト
レ
ン
チ
及
び
C

区
の
遺

一
方
、
墳
丘
の
東
側
で
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八
月
一

0
日

八
月
八
日

八
月
六
日

ン
検
出
用
の
第
2
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
て
重
機
に
よ
る
表
土
剥
ぎ
を
開
始
。

t

J

 
0
 

t
 

は
、
外
堀
の
形
状
を
把
握
す
る
た
め
に
、
南
北
方
向
の
長
大
な
二
本
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定

し
、
さ
ら
に
、
こ
れ
に
直
交
す
る
三
本
の
ト
レ
ン
チ
と
六
個
所
の
テ
ス
ト
ビ
ッ
ト
を
加
え

て
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
期
間
は
七
月
二
三
日
か
ら

一
0
月
一
九
日
ま
で
で
あ
る

。

七
月
二
三
日

準
備
作
業
。
安
全
棚
を
設
置
の
後
、
重
機
を
回
送
。

七
月
二
四
日

1
二
五
日

山
崎
家
裏
手
の
竹
や
ぶ
を
伐
採
後
、
北
側
に

A
区
を
設
定
し
、

童
機
で
表
土
剥
ぎ
実
施
。

七
月
二
七
日

1
三
一
日

A
¥
C
区
と
第
l
.
2
ト
レ
ン
チ
の
プ
ラ
ン
確
認
写
真
撮
影
。
全
体
の

1
/
20

図
作
成
。

B
区
の
内
堀
隅
角
部
か
ら
は
須
恵
器
大
甕
片
と
円
筒
埴
輪
片
が
出
土
。

A
区
南
端
に
二
屈
幅
の
ト
レ

ン
チ
を
設
定
。
外
堀
部
分
か
ら
掘
り
下
げ
開
始
。

B
区
の
表
土
剥
ぎ
実
施
。
内
堀
の
隅
角
部
が
明
瞭
に
検
出
さ
れ
た
。

七
月
二
六
日

A
区
は
撹
乱
が
予
想
外
に
ひ
ど
い

。

平
面

c区
の
表
土
剥
ぎ
を
実
施
。

A
区
の
グ
リ
ッ
ド
杭
打
ち
と

B
区
の
人
力
に
よ
る
掘
り
下

げ
も
開
始
。

C
区
の
プ
ラ
ン
確
認
結
果
か
ら
、
中
堤
は
剣
菱
形
に
尖
る
可
能
性
が
出
て
き

墳
丘
東
側
で
は
、
外
堀
に
直
交
す
る
三
本
の
ト
レ
ン
チ
に
よ
っ
て
外
堀
の
方
向
を
確
認

し
、
内
側
の
立
ち
上
が
り
ラ
イ
ン
検
出
用
の
第
ー
ト
レ

ン
チ
と
外
側
の
立
ち
上
が
り
ラ
イ

九
月
一
八
日

1
一
九
日

立
柱
の
柱
穴
が
三
個
所
み
つ
か
る
。

九
月
五
日

り
残
さ
れ
た
可
能
性
が
出
て
き
た
。

台
風
上
陸
、
風
雨
強
し
。

A
区
外
堀
の
中
堤
寄
り
部
分
か
ら
、
人
物
埴
輪
頭
部
や
馬
形
埴
輪
の
破
片
な
ど
が
集
中

A
区
外
堀
の
北
側
に
拡
張
区
を
設
定
し
て
掘
り
下
げ
る
。
振
り
分
け
髪
の
男
子
頭
部
が

出
土
。
か
ろ
う
じ
て
撹
乱
を
ま
ぬ
が
れ
た
状
態
で
、
胴
部
片
な
ど
が
み
ら
れ
な
い
。

A
区
内
堀
精
査
、
写
真
撮
影
。
B
区
内
堀
隅
角
部
精
査
、
写
真
撮
影
。

4
T
.
B
区
土

層
断
面
図
作
成
。

九
月
三
日

A
区
外
堀
の
中
堤
寄
り
拡
張
し
て
掘
り
下
げ
。
馬
等
の
形
象
埴
輪
出
土
。

C
区
東
壁
沿

い
を
第
9
ト
レ
ン
チ
と
し
て
掘
り
下
げ
る
。
そ
の
結
果
、
外
堀
が
浅
く
な
っ
て
お
り
、
掘

第
10
ト
レ

ン
チ
を
掘
り
下
げ
後
、
拡
張
。
須
恵
器
長
頸
瓶
の
底
部
出
土
。
付
近
よ
り
掘

九
月
一
三
日

墳
丘
東
側
の
外
堀
立
ち
上
が
り
検
出
の
た
め
テ
ス
ト
ビ
ッ
ト
を
四
個
所
設
け
る
。
第
3

ト
レ
ン
チ
で
は
外
堀
の
中
堤
側
立
ち
上
が
り
部
に
縄
文
の
住
居
址
ら
し
き
遺
構
が
あ
る
。

A
区
平
面
図
作
成
。
写
真
撮
影
。

八
月
三
0
日

八
月
二
九
日

長
部
に
第
5
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
、
外
堀
の
掘
り
下
げ
を
開
始
。

し
て
出
土
し
は
じ
め
た

。
C
区
で
は
昨
年
度
の
第

4
ト
レ
ン
チ

八
月
二

0
日

（
墳
丘
主
軸
線
上
）
の
延

- 6 -



八
月
三

0
日

影
。

A
区
西
端
に
第
1
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
て
掘
り
下
げ
開
始
。

八
月
二
八
日

八
月
二
六
日

八
月
二
三
日

台
風
の
影
響
で
激
し
い
雨
量
と
な
り
調
査
区
が
完
全
に
水
没
す
る
。

八
月
二

0
日

さ
れ
た
。

八
月
一

0
日

客
土
が
乗
っ
て
お
り
、
外
堀
の
遺
存
状
況
は
悪
い
模
様
。

八
月
六
日

遺
構
を
保
護
し
た
後
、
重
機
に
よ
る
埋
め
戻
し
を
行
う
。

1
0
月
九
日

1
一
九
日

平
成
三
年
度

平
成
―
―
一
年
度
は
、
旧
山
崎
家
を
移
動
し
た
後
、
そ
の
敷
地
で
あ
っ
た
前
方
部
南
西
側
に

調
査
区
を
設
定
し
て
調
査
を
行
っ
た
。
調
査
期
間
は
、
八
月
六
日
か
ら

一

で
で
あ
る
。

一
月

一
五
日
ま

重
機
を
用
い
て
調
査
区
の
表
土
剥
ぎ
を
開
始
す
る
。
遠
藤
家
裏
手
で
は
掘
削
地
に
厚
く

表
土
剥
ぎ
終
了
。
山
崎
家
跡
地
内
で
は
外
堀
・
中
堤
・
内
堀
の
プ
ラ
ン
が
明
瞭
に
把
握

一
方
、
垣
根
の
外
側
の
外
堀
部
分
を

B
区
と
し
、
併
せ
て
表
土
剥
ぎ
を
行
っ
た
。

B
区
の
調
査
開
始
。
本
日
、
風
土
記
の
丘
教
室
の
発
掘
体
験
実
習
を
開
催
。

A
区
の
東
側
に
外
堀
を
横
断
す
る
第
2
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
、
掘
り
下
げ
開
始
。

第

2
ト
レ
ン
チ
の
精
査
後
、
中
堤
側
立
ち
上
が
り
部
の
円
筒
埴
輪
片
の
出
土
状
況
を
撮

遺
跡
原
点
か
ら
水
準
点
を
移
動
。
第
2
ト
レ
ン
チ
の
土
層
断
面
図
及
び
遺
物
ド
ッ
ト
図

九
月
二
日

第
ー
ト
レ
ン
チ
の
中
堤
・
外
堤
の
立
ち
上
が
り
部
の
検
出
作
業
。
南
側
に
中
近
世
の
溝

あ
り
。
第
2
ト
レ
ン
チ
の
も
の
と
共
通
す
る
。
第
2
ト
レ
ン
チ
の
平
面
図
作
成
。

第
ー
ト
レ
ン
チ
の
遣
物
取
り
上
げ
終
了
後
、
平
面
図
作
成
。
外
堀
の
外
堤
寄
り
に
第
4

台
風
の
た
め
現
場
中
止

九
月
二
四
日

―
一
月

一
五
日

遠
藤
家
裏
の
第
7
ト
レ
ン
チ
を
完
掘
。
外
堀
の
遺
物
包
含
層
は
削
平
さ
れ
て
お
り
、
期

待
し
て
い
た
形
象
埴
輪
の
出
土
は
な
か
っ
た

。
し
か
し
、
西
端
に
検
出
さ
れ
た
薬
研
堀
内

か
ら
馬
や
器
財
埴
輪
片
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
。
こ
の
ほ
か
A
区
の
外
堀
内
側
に
張
り

出
し
た
埴
輪
だ
ま
り
（

Pl）
と
、
外
堀
外
側
の
円
形
土
堀

(Pz）
を
調
査
。

A
区
遺
構
図
、

第
7
ト
レ
ン
チ
平
板
実
測
完
了
。
本
日
を
も
っ
て
瓦
塚
古
墳
の
調
査
を
終
了
す
る
。

先
日
の
大
雨
で

A
区
に
た
ま
っ
た
水
を
ポ

ン
プ
で
排
水
す
る
。

九
月
九
日

A
区
全
景
写
真
撮
影
を
行
う
。

九
月
六
日

ト
レ

ン
チ
を
設
定
し
て
掘
り
下
げ
開
始
。
馬
鈴
の
出
土
あ
り
。

九
月
四
日

を
作
成
。
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跡
が
希
薄
と
な
る
様
で
あ
る
。

一
連
の
古
墳
で
あ
る
。
白
山
神
社
古
墳
よ
り
北
は
、
谷
地
形
と
な
り
、

埼玉古墳群主要古墳一覧

埼
玉
古
墳
群
は
、

北
は
旧
忍
川
に
よ

っ
て
区
切
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
北
側
に
も
直
径

水
田
と
し
て
利
用
さ
れ
た
た
め
、
比
高
差
を
生
じ
た
も
の
も
多
い
。

が
明
確
に
あ
っ
た
も
の
が
、

J

れ
よ
り
北
方
で
は
、
徐
々
に
低
く
な
り
、
関
東
造
盆
地
運

埼
玉
古
墳
群
は
、

II 

北
に
利
根
川
が
東
流
し
、

荒
川
が
西
か
ら
南
に
流
れ
て
い
る
。

埼
玉
古
墳
群
の
立
地
と
環
境

市
の
市
街
地
の
東
南
約

2
.
5
悶
心
の
所
に
あ
る
。
行
田
か
ら
羽
生
、
加
須
市
周
辺
は
加

須
低
地
と
呼
ば
れ
、

大
宮
台
地
が
北
へ
延
び
て
、
鴻
巣
市
周
辺
ま
で
は
低
地
と
の
比
高
差

動
と
、
利
根
川
、
荒
川
の
氾
濫
に
よ
る
沖
積
土
の
堆
積
作
用
に
よ

っ
て
、
埋
没
ロ

ー
ム

台

地
と
な
っ
て
い
る
。
古
墳
群
周
辺
の
標
商
は
海
抜
182lYI
程
で
あ
り
、
周
囲
は
水
田
お
よ
び

宅
地
と
な
っ
て
お
り
、
現
状
で
は
、
古
墳
は
周
囲
よ
り
微
高
地
状
に
商
く
な
っ
た
部
分
に

あ
る
が
、
行
田
市
街
地
の
忍
城
跡
周
辺
や
、
小
針
沼
の
埋
立
用
に
土
取
り
さ
れ
、
そ
の
後
、

50m
の
規
模
を
持
つ
円
墳
の
白
山
神
社
古
墳
と
、

最
近
、
行
田
市
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
、

道
路
改
修
に
伴
っ
て
、
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
愛
宕
山
古
墳
、
そ
し
て
そ
の
北
に
あ

る
神
明
山
古
墳
も
、

現
在
工
業
団
地
が
あ
る
。
八
幡
山
古
墳
や
地
蔵
塚
古
墳
等
の
、
若
小
玉
古
墳
群
が
の
る
埋

没
ロ
ー
ム
台
地
と
は
、
小
針
沼
へ
流
れ
込
む
長
野
落
し
の
谷
に
よ
っ
て
、
隔
て
ら
れ
て
い

る
。
若
小
玉
古
墳
群
の
南
は
、
三
宝
塚
周
辺
を
境
目
と
し
て
、
埋
没
ロ
ー
ム
台
地
上
は
遺

古
墳
群
の
南
側
は
、
近
年
の
当
館
の
調
査
に
よ
り
、
二
重
堀
を
持
つ
方
墳
で
あ
っ
た
事

が
明
ら
か
に
な
っ
た
、
戸
場
口
山
古
墳
が
南
限
と
な
っ
て
い
る
。

西
は
、
陣
場
の
、
か
つ
て
人
物
埴
輪
頭
部
を
出
土
し
た
「
ポ
ケ
塚
」
を
含
む
、

9
基
の

行田
古 墳名 主釉 ~ 1 後円郎 径 1 高さ 1 前 方郎幅 1 涵 さ 1方（」ヒ向ー束角） 

• 一
丸（苺円墳山古）墳 !05. 0 I 1 18こ巴」一 | | 

（出土遺物）円筒． 盾人物埴綸片． 須恵器聾片 向期） 6世紀初頭

福荷山古墳 120.0 I 62. 0 I 11. 7 I 74.0 I叔始 I39. o・ 

（出土直物・主体郎） 金鑑喪舟罐鉗金餡録細剣．．鉄直斧刀． ．編絆子．． 砥力子石．． 編勾．玉9岬．．銀馬瑯具．鱗． 纏． 

（出土遣拗周掘等） • 朝只 人物・動物・形象埴輸．土師器

（出土遺物伝くびれ円須部 土器．） 顔手須形捏忠辺土器輪製（．品盃杯 ・高杯・聡（時）期•土）師5器世紀（磁末）菜

二子山古墳 135.0 | 66.5 I 12. a J. 93. 0 | 1 4. 7 | 38.5― 

（出土遺物 ・内・外堀） 片高円筒埴片土輪師片器 葦片 ．盾須時．靱器） ・馬・水烏・人台物埴輪
林． 直． ．（ 屯期 直6．也壺紀前．半器 ． 

鉄臨山古墳 112. 0 | 56.0 I 9. 0 | 73.0 I 9. 8 | 33. 5・ 

（出土遣物 ・内・外堀） 須円筒恵埴器杯輪片．朝．須顔形怠埴器輪立片土（師時器期杯）片6世．紀浚菜

オ子平山古墳 101. 5 I 57.0 | 匹50 ） 1 （推5定0.） 0 I s. 2 I 65. o・ 

（出土遺物 ・主体部） 銅環嚢）昇嗣刀円大． 須譴刀墳輪残恵製器欠．．無．＝象蓋直輪胄片玉墳高刀杯片． 鉄繊銅矛製石三．娃製輪甲盤面． 鉄角カ・斧（寸．冑
状筒， 形ー馬 ．金 玉． ラス片小．玉

（出土遺物・内・外婢 輪． 須四闊悶F
6世紀後菜

中の山古墳 79.0 I 39. 0 I 4. 44 I 40.0 I 5. 5 1 56. o・ 

（出土遁勅 ・内・外郷） 眉9 翌恵器冨盟聾咋片： 履（翌時畠期悶）翌6界世嗜紀末這～7贋世悶紀円初圧頭

瓦塚古墳 67. 0 I 30. 7 | 4 9 I 41. 0 I 4. 1 I 48. o・ 

譴 忠 腐寄応記犬咋形埴腐醤輪醤． 吟人尼物望埴麟輪． 竺馬形？且盟輪醤は圧水烏形墳輪．

（時期） 6也紀中棠

奥の山古墳 66. 5 I 37.0 | 6. 1 I 57. 5 I 6. s I 50. 5• 

（出土遺物・周堀） 凪屡罰匹霜（叫時期開）如6世心紀如中塁稟塁のふや叫や『い多時・期馬

変宕山古墳 53. 0 I 30.0 I 3. 4 I 41. 5 I 3. 3 I 57. o・ 
（出土遺物・内・外埠）醤需醤羹片籾央塁湿S片．（盃品炉 6雷塁濡笠片

構
成
さ
れ
て
い
る
。

（
大
和
修
）

小
円
墳
群
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
地
域
が
西
限
と
思
わ
れ
る
。
さ
き
た
ま
資
料
館
の
西
方
約

う

し

二
百
認
程
の
、
現
行
田
市
火
葬
場
周
辺
に
、

大
人
塚
と
い
う
前
方
後
円
墳
が
あ
っ
た
と
さ

れ
、
試
掘
調
査
の
折
に
埴
輪
が
採
集
さ
れ
て
い
る
が
、
詳
細
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
東
は
、

将
軍
山
の
東
南
の
、
現
在
は
下
埼
玉
の
集
落
の
中
に
あ
り
、
位
置
が
今
一

つ
不
明
確
な
山

（
し
ゃ
ん
ぐ
り
山
？
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
若
干
周
囲
よ
り
高
い
地
点
が
あ
る
の
が
東

限
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
小
円
墳
と
9
基
の
大
型
墳
を
含
め
、
現
在
確
認
で
き
る
も
の
で

32基
、
か
つ
て
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
も
の
を
含
め
て
、

45基
に
よ
っ
て
、
埼
玉
古
墳
群
は

宮
山

8 -
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昭和59年3月測図

第 1図 埼玉古墳群における二子山古墳と瓦塚古墳の位置
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↓

内

堀

＇ 

堤
側
立
ち
上
が
り
付
近

（
別
）
に
そ
れ
ぞ
れ
一
本
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
調
査
を
行
っ
た
。

て
い
な
い
。

二
子
山
古
墳
の
調
査
は
、
昭
和
四
二
年
、
四
九
年
、
五
五
年
、
五
九
年
と
過
去
四
回
に

わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
た
。
過
年
度
の
調
賓
で
は
、
二
重
周
堀
、
中
堤
造
出
し
の
存
在
を
確

認
す
る
な
ど
の
成
果
が
あ
っ
た
が
、

二
子
山
古
墳
の
全
体
像
を
把
握
す
る
ま
で
に
は
至
っ

平
成
二
年
度
の
調
査
は
、
二
子
山
古
墳
未
整
備
地
区
を
対
象
と
し
、
前
方
部
前
面
の
内

堀
の
形
態
、
中
堤
及
び
外
堀
の
形
態
を
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。

調
査
区
は
、
二
子
山
墳
丘
か
ら
見
て
西
側
を

A
区
、
南
側
を

B
区
と
し
た
。
A
区
で
は

表
土
を
約
三

0
パ
は
炉
剥
い
で
、
中
堤
及
び
外
堀
の
プ
ラ
ン
を
確
認
し
た
後
、
外
堀
を
横
断

す
る
ト
レ
ン
チ
を
二
本

(
l
T
•四
）
、
外
堀
中
堤
側
立
ち
上
が
り
付
近
（
打
）
と
外
堀
外

B
区
で
は
、
内
堀
、
中
堤
お
よ
び
外
堤
の
プ
ラ
ン
確
認
後
、
内
堀
に
つ
い
て
は

a
I
e
ま

で
の
グ
リ
ッ
ト
を
組
み
調
査
を
進
め
た
。
ま
た
、
外
堀
に
は
ト
レ
ン
チ
を
二
本

(lT.ZT)

設
定
し
た
。

C
区
は
、

B
区
内
堀

a
グ
リ
ッ
ト
の
東
側
に
拡
張
区
と
し
て
設
定
し
た
。

内
堀
中
堤
側
の
立
ち
上
が
り
部
分
は
、
全
体
的
に
良
好
な
遺
存
状
態
で
あ
り
、

a
.
b

グ
リ
ッ
ト
と
い
っ
た
主
軸
に
近
い
位
圏
で
は
、
特
に
明
瞭
な
立
ち
上
が
り
状
況
を
示
し
て

い
た
。
埴
輪
な
ど
の
遺
物
は
立
ち
上
が
り
付
近
に
集
中
し
て
お
り
、
内
堀
コ
ー
ナ
ー
寄
り

の

e
.
d
グ
リ
ッ
ト
に
比
べ
主
軸
寄
り
の

a
.
b
グ
リ
ッ
ト
で
の
出
土
量
が
多
か
っ
た
。

覆
土
は
、
中
堤
か
ら
の
崩
落
土
と
思
わ
れ
る
暗
褐
色
土
が
、
立
ち
上
が
り
付
近
に
見
ら

れ
、
ロ
ー
ム
プ
ロ
ッ
ク
を
多
量
に
含
む
。
部
分
的
に
灰
色
の
粘
質
土
が
見
ら
れ
た
が
、
全

III 

遺

構

二
子
山
古
墳
の
調
査

般
的
に
は
多
少
の
ロ
ー
ム
プ
ロ
ッ
ク
を
含
む
暗
褐
色
土
が
内
堀
を
覆
っ
て
い
る
。
こ
の
暗

褐
色
土
は
、
上
層
で
や
や
明
る
＜
、
堀
底
へ
近
づ
く
に
つ
れ
暗
み
を
増
す
（
第

1
0
1第
12

図
）
。
内
堀
の
深
さ
は
、
確
認
面
の
一
七

”IYIか
ら
の
計
測
で
、
四

0
バ
は
炉
前
後
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
前
方
部
前
面
の
内
堀
中
堤
側
立
ち
上
が
り
ラ
イ
ン
は
、
主
軸
に
対
し
直
交
し
て

お
ら
ず
、
内
堀
コ
ー
ナ
ー
か
ら
外
側
へ
向
っ
て
延
び
て
お
り
、
主
軸
と
は
八
三
度
で
交
差

す
る
こ
と
か
判
明
し
た

。
そ
の
た
め
視
覚
的
に
は
、
内
堀
の
中
央
部
が
膨
ら
ん
で
い
る
よ

う
に
見
え
、

コ
ー
ナ
ー
付
近
と
中
央
部
で
は
幅
に
お
い
て
約
九

”IYIの
差
が
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
内
堀
の
検
出
状
況
か
ら
、

二
子
山
古
墳
の
周
堀
は
、
稲
荷
山
古
墳
の
周
堀

の
よ
う
に
、
長
方
形
を
示
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
確
実
と
な
っ
た
。

調
査
区
の
表
土
を
三

0
パ2
炉
ほ
ど
剥
ぎ
取
る
と
、
中
堤
の
確
認
面
で
あ
る
ロ
ー
ム
が
検

出
さ
れ
、
確
認
面
で
の
平
均
的
な
標
画
は
、

A
区、

B
区
と
も
一
七
伽
で
あ
っ
た
。

B
区
で
は
、
水
田
耕
作
に
よ
る
撹
乱
が
、
相
当
深
く
ま
で
及
ん
で
い
た
。
そ
の
た
め
、

西
側
調
査
区
で
は
、
中
堤
と
外
堀
と
の
境
界
か
か
な
り
不
明
瞭
と
な
っ
て
お
り
、
外
堀
の

立
ち
上
が
り
ラ
イ
ン
を
検
出
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
主
軸
に
近
い
東
側
調
査
区

で
は
、
中
堤
上
に
溝
に
よ
る
撹
乱
を
受
け
て
は
い
た
が
、
外
堀
と
の
境
界
を
示
す
立
ち
上

か
り
ラ
イ
ン
は
、
良
好
な
状
態
で
検
出
で
き
た
。
中
堤
の
幅
は
、
計
測
可
能
な

B
区
東
側

―
ニ
ー
一
三

”ltiの
計
測
値
が
得
ら
れ
、
過
年
度
の
成
果

(
r
埼
玉
古
墳
群
発
掘
調
査

報
告
書
第
五
集
」
昭
和
六
三
年
）
と
ほ
ぼ

一
致
す
る
。
確
認
面
の
上
層
に
は
、
灰
褐
色
粘

質
土
と
、
さ
ら
に
そ
の
上
部
に
暗
褐
色
土
が
推
積
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
天
明
年
間
の
白

色
パ
ミ
ス
を
含
ん
で
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
土
層
は
、
周
堀
に
も
連
続
し
て
い
る
。

二
子
山
墳
丘
と

A
区
の
間
に
は
、
小
山
状
に
盛
り
上
が
っ
た
箇
所
が
存
在
し
、
二
子
山

の
中
堤
が
唯
一
遺
存
す
る
部
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
今
回
の
調
査
で
は
、
そ
の

保
存
状
態
を
確
認
す
る
た
め
、
打
を
延
長
し
て
、
調
査
を
行
っ
た
。
中
堤
盛
土
は
、
七
層

で、

□
中

堤

- 10 -
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下
位
に
あ
り
、
幅
は
六

0
バ
2
げ

ljt

か
ら
一
屈
で
あ
っ
た
。

一子山古墳調査区平面図 (I/800) 

口

外

堀

の
中
堤
は
、
少
な
く
と
も

一
部
暗
黄
褐
色
を
帯
び
て
い
た
が
、
全
般
的
に
は
、
ロ

ー
ム
を
含
む
暗
褐
色

（第
8
図
）
。
な
お
盛
土
の
最
下
層
と

し
て
表
記
し
た

g
層
は
、
旧
表
土
で
あ
る
可
能
性
が
商
く
、
や
や
黒
味
を
帯
び
、

ロ
ー
ム

か
ら
漸
位
的
に
移
り
変
わ
っ
て
い
る
。
確
実
に
盛
土
で
あ
る
f
層
の
下
端
は
、
標
商
一
七
・

五
0
2
l
v
I
で
あ
り
、

a

層
上
端
と
の
比
商
差
は
一

•

1
0
”
は
で
あ
っ
た
。
築
造
時
の
中
堤
が
、

ど
れ
ほ
ど
の
削
平
を
受
け
て
い
る
か
不
明
で
あ
る
の
で
、
中
堤
の
正
確
な
商
さ
を
割
り
出

す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
遺
存
す
る
盛
土
状
況
か
ら
判
断
す
る
と
、
二
子
山

• 

I
 

0”IvI以
上
の
商
さ
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

外
堀
は
、

A
区、

B
区
と
も
プ
ラ
ン
確
認
後
、
ト
レ

ン
チ
調
査
を
行
っ
た
。

A
区
で
は
、
中
堤
側
立
ち
上
が
り
部
分
に
後
世
の
溝
が
噛
ん
で
い
た
も
の
の
、
遺
構
全

体
と
し
て
の
遺
存
状
態
は
良
好
で
あ
っ
た
。

状
の
遺
構
を
、

外
堤
側
立
ち
上
が
り
部
分
は
、
底
部
よ
り

一
気
に
立
ち
上
が
る
の
で
は
な
く
、
テ
ラ
ス

一
段
経
て
か
ら
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。
テ
ラ
ス
は
、
確
認
面
か
ら
一
五
パ
は
炉

A
区
外
堀
の
覆
土
は
、

ロ
ー
ム
プ
ロ
ッ
ク
を
若
干
含
む
白
色
粘
質
土
が
、
堀
底
付
近
に

平
均
し
て
見
ら
れ
る
。
そ
の
上
層
に
は
、
白
色
粘
土
プ
ロ
ッ
ク
を
含
む
暗
灰
褐
色
粘
質
土

が
堆
積
し
て
い
る
。
外
堀
の
深
さ
は
、
確
認
面
の
一
七
屈
か
ら
計
測
す
る
と
、
中
央
付
近

の
最
も
深
い
所
で
、
約
五

0
符
炉
、
平
均
す
る
と
三

0
符
炉
前
後
で
あ
っ
た
。
外
堀
の
幅

は、

lT
で

l

八
2IVI
、
汀
で
ニ
ニ
屈
で
あ
っ
た
。

B
区
で
は
、
確
認
面
ま
で
、
耕
作
に
よ
る
攪
乱
が
、
相
当
深
く
ま
で
及
ん
で
い
た
た
め
、

中
堤
側
立
ち
上
が
り
付
近
で
の
堀
底
は
、
か
な
り
浅
か
っ
た
。

lT南
端
付
近
に
は
、
外
堤

側
立
ち
上
が
り
と
推
定
さ
れ
る
部
分
が
、
わ
ず
か
に
立
ち
上
が
る
状
態
で
検
出
さ
れ
た
。

汀
で
は
、
後
世
の
攪
乱
に
よ
っ
て
、
外
堤
側
の
立
ち
上
が
り
は
、
検
出
で
き
な
か
っ
た
。

土
が
、
水
平
に
積
み
重
な
る
形
で
盛
ら
れ
て
い
る

か
ら
成
り
、

- 12 -
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あ
る
。
い
ず
れ
も
、
二
子
山
古
墳
築
造
以
降
の
も
の
で
あ
る
。

な
か
っ
た
が
、
お
そ
ら
く
、
中
世
以
降
の
塞
壊
で
あ
ろ
う
。

（四）

（
荒
井

吉
正
）

B
区
で
は
、

lT
．
汀
と
も
、
溝
や
土
坑
な
ど
後
世
の
遺
構
が
入
り
乱
れ
て
い
た
た
め
、
外

今
回
の
調
査
で
出
土
し
た
遺
物
の
う
ち
、
二
子
山
古
墳
に
関
係
す
る
も
の
は
、
ほ
と
ん

ど
が
円
筒
埴
輪
で
あ
っ
た
。
埴
輪
片
は
、

A
区、

B
区
と
も
、
立
ち
上
が
り
付
近
に
多
く
、

A
区
外
堀
中
堤
側
立
ち
上
が
り
付
近
と

B
区
内
堀

a
.
b
グ
リ
ッ
ト
で
、
特
に
集
中
し
て

見
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
中
堤
か
ら
崩
落
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
中
堤
の

幅
が
、
確
認
面
で

―
二

”lVI前
後
で
あ
る
こ
と
と
、
内
堀
、
外
堀
内
で
の
出
土
状
況
を
考
慮

す
る
と
、

二
子
山
の
中
堤
に
は
、
少
な
く
と
も
二
列
以
上
の
円
筒
埴
輪
列
が
存
在
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

A
区
で
は
、
外
堤
側
の
立
ち
上
が
り
付
近
に
も
、
か
な
り
の
埴

輪
片
が
散
乱
し
て
お
り
、
外
堤
上
に
も
円
筒
埴
輪
列
が
存
在
し
た
可
能
性
が
高
い
。

そ
の
他
の
遺
構

B

区
汀
の
中
央
付
近
で
は
、
長
軸

一
・
八
屈
、
短
軸
0
•
八
2
梨
緊
面
甜
土
の
土
坑
を
検

出
し
た
。
そ
の
ほ
ぼ
中
央
部
の
覆
土
上
に
は
、
直
径

一
0
バ
2

炉
強
の
球
形
の
軽
石
が
置
か

れ
て
い
た
。
堀
り
底
ま
で
は
、
予
想
外
に
浅
く
人
骨
ら
し
き
も
の
や
、
副
葬
品
の
出
土
は

そ
の
他
、
今
回
検
出
さ
れ
た
遺
構
の
う
ち
溝
は
、
水
田
耕
作
に
伴
う
も
の
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
り
、
陶
磁
器
片
や
木
製
品
を
少
量
包
含
し
て
い
た
。
土
坑
は
、
す
べ
て
性
格
不
明
で

堀
の
形
態
は
、
明
ら
か
で
な
か
っ
た
。

-13-
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3. 11<111色帖rt1:． m2層に比ぺ．やや明．帖性 しまり共に位． IT第3滑に対応．

、1.1り11/illl色帖n土 帖性、し まり共に張。9立（-布。赤色スコ＇）アを 1:T-含t・。 IT第4層に対応。

5. IIi19KIll色帖1t_1:． 帖性強． しまりやや強。9い密．r,色帖土プロ ンクを 斑状に含t・。r,色バミスを多鼠に含む． ITli17'榊1こll/Z.

6.睛1/illl色帖11:1:. r,色バミスを含まない以外は第 5層と 1,ilじ。 IT筍 7層1こKIIふ．

7 ・「l色帖rt土． ロームプロノクを1；干介C’。 IT第8層と 1991じ．

← → 

A区3T北壁土層説明

¥.I/ill)色帖ffj,_ 帖性9いしま り 凶。桟分沈殿。

2.嶋I仄褐色帖nt. 帖性．しまり共に住。'i/•密。 赤色スコリアを IH含 t· 。 4T 第 llfllこ対応。

3.'.l出色帖R土． 帖性、しまり Jt1こ依．ti/•やや祖。 r, 色バミスを 多鼠 1ユ含 t·。

4.睛出色帖nt． 高31f11こ比ぺ． 帖11'.しまり共に強．r,色パミス19含まない。

5. （1色帖nt. 帖性． Lまり共に強。睛褐色帖m上のプ0,クを若干含 む。

8.睛）K出色帖!'ii:． 帖代住， Lまり凶．は分を tく合し'o

9. ll,llK褐色帖111:． 筍Bliflこltぺ、やや叫。

10. •,IIA 出色帖 111: . 筍 9,.，．ltぺ．やや雌．

1 1. l1,IIA褐色帖!'II:． 研5"41こJtぺ．やや研。9i(•布 。 (l 色帖 1 ： プロノク 、口 ＿ ム 92 を 1打·.含む。

12. ll,19K褐色帖!'II:. ,illljflこltぺ、暗。

"・ "'""褐色帖111: ぷ4liflこJtぺ，帖性，しまり Jし1こ欠ける。

14. IA出色帖!'II:. 帖性 しまり共に出。ローム9iをt!IIこ含し'o

0
0
[
 

A → 

A区4T北壁土層説明

,.叫I長褐色帖!ti:. 帖性． Lまり共に佐。11(•密。 赤色ス コ＇）アを 1; 1で含 L••

2.,.・褐色帖!ti：・ 柑0.1—前後の(\色パミスを 9鼠 9こ含 t·。
3. 11<11)色帖fI:． 32層I;Jtペ． 帖性．しまりやや凶。(¥色帖．I：プ0,クを i;f含t・

4.11<褐色帖nt. 帖性．しまり共に第3肖と詞 じ。(¥色帖j：プロ，クを 多lil／こ含t・.
5. "'褐色帖111:. 帖性． Lまり共に中。i至o.,.,,1後の(¥色パミスを 11f含t・.

6. l1<11l色帖nj：． 帖性． しまり共にお。ローム 11 を多 lil ／こ含 t••

第 9図 二子山古墳A区第 2~4トレンチ土暦断面図
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B区東壁土層説明

I.",}出色 I:. 帖性、 Lまり共に住．（l色バミスを t91·.:9L• 。 if! ．は•の人コ＇）アを t7 1イ孔・。

2. I州叫色帖!'ti:. 帖ti.. しまり共に1i ，し（•＃ ． if(1. l_，ii(i皇の（l色パ：スを含し．

:l. ll,i褐色 1: ;i l k-49 こ ltぺ．ややl '， 1 .. 帖性領 L まり強。 ( l 色 パミスを慮;11 こ含し• •

4. /1.¥0.!t.l'tl:. 枯性姪 しまり やや油 (l色バミスを i91・.含L・。鉄分がllf状1こ沈殷する。

5. ：9.＼色帖打 1:• お4k49:ltぺ．やや1りl，枯性、しまり共にやや知 (l色1;,1：プロ 9クを17\·.fc c•。

6. ";1褐色 I:. !！＼色帖＼・・_fr9，クを 行I：含む，

7．貨出色 1.． （l色帖 1：プロ，クを l?I ·. :rL• 。 帖f'I必．し ま りややかj。

8. II9,；褐色 I9． 帖性91’.Lよ’’ヵj

9.故褐色 1：． 帖性． しま 'IJ(Iこや々 '，1↑ら (!也,,,のu（能性fi'/)

10. •,IIll色枯 !'II: . 帖性住． Lまり必 R分を斑状に含t・。

II. l9,ill1色 I:. ,'.i¥81,f1こ比ぺ、l9,iif.0· 1- ＇，1i役の (1 色バミスを微l,11 こ含 L•

12. 9’fIA色帖!'11:. 帖性． Lまり共に住。9i／怜：。n,)が沈殿する

13・ 19,；,＇t)k色lt.t'll: '112'>!1こ）tぺ． しまりやや沿。

13. ll佑’f1た色帖ril:. ぶ 13>,!1 こ Jtぺ．帖性1灼． しま り 1}J ． ローム 位を含 し• C

94. II,1111色 I:. . It.竹．しより）tにやや欠IIる。ローt.f.1を含し..

応 ll,ill1色 I:. 帖性、 しまり）tiこ沿。9i(・りI.；昂の坪 1;。

16. (I色9hnI:． l・部に：｝＼色帖ril：が1ft/n

17・ Il,HIll色 I:. '18ltfに比ぺ、やや"ぶ鉄',)を沈ntる。

18・ (1色帖nl：・ ぶ161,flこJtぺ、r,色I占I:(J)1,1がじい。

第10図 二子山古墳B区東壁土暦断面図
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B区西壁土層駁明

I.II,"褐色 l:． MIil l: 

2. 9,1，Viii色佑111：． 佑性． Lよ')JIに惨． ，i（•密 1,0.1— ,NIt <T)( 1 色 パミスを ，Jl I:9 し｀ 〇ーム9i、カーポン 9iを1?F9L• • 鉄9)r.t10

2.,'/Iii色帖RI:． 32HI:Jtベ．帖性．しまり共に信 l01と第 2層に同 じ。

3.睛，v以色帖111;. ぶ2MI:ltぺ．（I色パミスは tt11少ない ロームプロ・、クを含 し・

-1.褐色le. u・ーム9iを9鼠9こ3t・。帖11やや欠、 Lより佐． ，iflli．航は を含し・

5.'I¥色帖f(j：・ ロー J• 9i を t7 11tL.. (1色帖 I:をll[状1こSじ

6. (I色帖 I:. uームプロヽクを 行千含L・

7. I,1褐色 I:. 帖代ややIi.Lまり惨． ，し(・ややnl。 ，）ら 1：がり 付近に よくみら れる ロームプ0 ,クを9鼠I:9L..

8 Uーム

9. 貨褐色J:. ロームプロヽワを 多鼠1こ含し・・ ',!N色 Lを斑状に含t-.
l(1. 0,1，VIK色帖111:. r,色パミ人を介まない点以外1いぶ 2)1fと1991じ。

0
8
 

囀• → 

B区2T土層餃明

,.,,1出色 I'.. f!f乍上．

2...灰褐色帖nI.9 ぷ31111:Jtぺ． Lよりやや蒻．

3.',I/~Ill色帖n I:． 帖11. しまり共に Iヽ9.n (•"'· 銭分を .«含し'•

4.,;,^渇色Ill.. 第 3層に比ぺ．ローム9しを i11に含t-.
5.貨褐色 I ロームJ:層．

6 U1,1k褐色帖＂ I: カーヤン91、白色パミスを t9F含し’ •

7 9,iIK出色帖111: 筍 •1'111'.Jtぺ．帖性．しより共に nF欠 It る

8..、灰褐色帖111: ぶ 3>tl1'Jtペ~ゃが,,,1 r,色9`ミスを 19r• • 9 

9. Ii.色帖RI~ 佑性、 しまり I¥に仕 9i /・十；

IO會灰閲色枯nI:・ 石9Jlfに比ぺ・帖件` しより )¥Iこやや必

II. 9t褐色 I: 黄色スコ ’1 ア．ローム 9しん t し~

12・ ItA I_ 

13.靖仄渇色 I: r, 色バミ スを <1t 1ぢで し• r,色佑 1：プロ 7'， t; 1 tL 

第11図 二子山古墳 B 区西壁•第 2 トレンチ土暦断面図



A 

A__ ' ' 玉

ご
B 区内堀•グリ ッ ド西璧土層説明

I ・心＊ぃ色 1:． 1,¥代． l 2 9J !t1斗り 1l i・井：

2. Iし"*N色 I:. 1,¥11:, l i''ltl項；．Iir・廿： i19}／9よびu-,.n.r,色テフラを t;1 ;R L• 。

1.P,)11<色11,I;. u-:.・ru,クを.,iKI:・1し・

I ・ 19,＂k色帖 1:• な；111fI:Itぺ．1,¥性 ． " り 1tl4怖，．r,色1,¥1：プu,クを介む。

B区 bグリ ッ ド西壁土層説明

1. I六出e帖 1；． 帖性， Lまり共に佐．，i／術 ．

5. Iii色帖¥:. ロームプロ，クを.,,1,ぢ1t・

6. Jli褐色帖'l't¥:. 帖性やや必．，i（・密 u-1• 9i をじ 1,11こ：几•

7. 11¥色 I: 帖柁． Lま')Jし1こ出。9i（・ややfl¥ 口＿ J．プ0、ク． 0-1.,i、.j;

色ス コ ')7 、 ( 1 色帖 1：を ＂＇·.介 し• •

8.,＇11k・褐色帖rt.I:.帖性． LまりJし1こ強。9i（・ 111.rno. 1一の (1色テ 7, .Jf3.la•のカ ー

ポン ,1 を /'ii':、 L• 。

→ 

2m 

2. Iii色帖nI:． ml MI3tぺ、 帖性， しまり /tiこやや凶。鉄分沈殿．Iii.I..liiII皇の貨色ス コリ7.Iや3.1..，iIIQのカーポン9しを 1;I'含し'o

3. Il泊ua1：． 帖性やや叫．9.i（べペ渭 I,,., ームプロ ，クを tht1こ (9C• 。 ,·,色帖 1 ： プロ，クを‘レ J,t 含し•O

4. IIMu色 1:． ぶ3.tlこ）tぺ．ややIILuームプロ 9クを tl,t1; tL•。 内牡の9t 1：と 1』；I L• 。

A― 丑 m

A 

B区内 塩Cグ リッ ド西璧土層駁明

1. u,19A褐色 I:. 帖性． Lまり Jしにやや中。9i(·密 ． 鉄分沈m． ローム 位を斑状に含む。 1角 1.c.,111隻の ,j\色スコリアを虞 ht に含 L• 。

2. Ii<色帖J:． 鉄9)がt<沈殿。ローム11を斑状に含t・。

3. 9"褐色．I:. しまり強．RI・ややHI． ロームプロ、クを斑状に含 L•。内堀託 1：と Idl じ ．

I.地,r,.i ロームプロ9クと！II色J：の社合層．

→ 
糟鼠

B区内 壌 dグリッド西璧土層駁明

＼，睛冑灰褐色土， 帖性． しまり共に凶。lf2，し•前 1隻のローム位を多J,11 こ含 t'o (1色バミスを鷹J,t1こ含C.

2'暗冑灰褐色土， 第 1 層 に比べ， 帖性． L まり JI にやや強。第 1 層よりやや9t.itl ,0 一前憧の赤色ス コリアを含し'•

3 灰色帖土． 祐性． しまり共に強。ロームプロックを斑状に含C.n色パミス を行下含し' •

I.地山層 ロームプロックと黒色土の謀合層．

A → こ、＝＝二 = ーっl -----9 
B 区•グリ ッ ド西璧土層説明

l ・ nt褐色．¥:. 帖It.しま '9J し 1 こやや必。 \fl . と濃 9,11皇のロームプロ ，クを斑状に含 L• 。

2. Il}出色¥:. ,;¥¥>tflCJtぺ．帖怜．Lまり共にやや煤．,;¥¥)jfよ’'吋。ロームプロ 9

クを介し• 内堀9t1:：こD1る。(1色帖 1：プロ 9クを含L・。

ぅ・ 11,1褐色 I:. 帖tt沿．しまり廿i,;,;11こ極めて tn似する。

← 丑 m

B区 2T内土珊土層駁明

f,"f,'/1＊色紗nl：． 帖性廿；． Lまり；； a-i. プu , クを t1,t1“tL•

2. U,l,','Hi@l>rtfc. 'lifl,!1こ）tぺ．帖代必．"’)佑 C9-i.,ru,ク

をじ 1,t1“‘L•

,l. M,'/lli色紗nl：． 帖竹性． Lまり 欠。ロームプロ 、クを tht1;；rc• 。

、1.’'；tIll色I

3 1 HI;!11似。

11i性欠．しまり強。itl.＆讚liil＆のロームプ0，クを

17 1 ::tL•。 外牡9(lfがの 1：と 1f1似し ているが1、ル1でさる 。

A— 四

ヽ

B区 2T溝 (A-A')土層駁明

1.・ぶ褐色帖rtI:. 枯住強． しま’"褐．

2.,.褐色帖r(I:. ;;11/tllこJtぺやや叫。 (/色帖 1：プロ、クを 1打で含L・。

B＿母
~ 9 

B区 2T溝 (B-8')土層説明

t.!lill)色帖rr,,_ 帖性仕． しまり!ill.

2. I^褐色帖rr,,_ "'lf "Jtペやや11 ,t. r, 色帖 1 ．プU , クを 171召ヽ L•

第12図 二子山古墳B区 a~eグリッド、土墳、溝、土層断面図 (1/80) 
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胎
土
の
特
徴
、
焼
成
の
程
度
、
色
調
の
差
及
び
内
外
面
の
調
整
技
法
、
凸
帯
の
形
状
等

の
観
察
結
果
を
も
と
に
分
類
し
、
説
明
を
進
め
る
。
瓦
塚
古
墳
の
円
筒
埴
輪
と
同
じ
よ
う

な
傾
向
を
示
す
た
め
、

A
顆、

A
類、

B
類
と
し
て
説
明
す
る
。

Al類
極
め
て
鮮
や
か
な
赤
色
を
呈
し
、
土
色
帖
の
赤
色

(
1
0
R
4
/

8
.
5
/
8
．
冒

R
4

/
8
)
ま
た
は
明
赤
褐
色

（麟

Y
R
5
/
6
.
5
/
8
)
が
主
体
で
、
他
に
橙
色
、
赤
橙

色
が
あ
る
。
小
礫
が
多
く
、
白
色
パ
ミ
ス
を
相
当
量
含
ん
で
い
る
。
焼
成
は
極
め
て
良
く
、

堅
緻
で
、
表
面
に
光
沢
を
も
つ
も
の
が
多
い
。
比
較
的
厚
手
の
製
作
で
あ
る
。

外
面
調
整
は
タ
テ
ハ
ケ
、
内
面
調
整
は
ナ
ナ
メ
ハ
ケ
を
施
し
、
ハ
ケ
メ
の
荒
い
も
の
が

多
い
。

1
0
0
は
表
採
品
で
あ
る
が
、
第
四
条
凸
帯
ま
で
残
存
し
て
い
る
。
底
部
径
三
五
•
五

符
炉
、
体
部
径
三
三
”
は
げ
、
残
存
商
四
五
符
げ
で
あ
る
。
外
面
は
タ
テ
ハ
ケ
、
内
面
は
ナ

ナ
メ
ハ
ケ
及
び
一
部
指
頭
圧
痕
を
施
す
。
直
線
的
な
器
形
を
も
ち
、
底
部
は
か
な
り
歪
ん

で
い
る
。
凸
帯
は
つ
ぶ
れ
た

M
字
形
で
あ
り
、
そ
の
間
隔
は
狭
い
。
多
条
凸
帯
の
円
筒
埴

輪
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
透
孔
は
円
形
を
四
段
目
と
五
段
目
に
、
九

0
度
ず
ら
し
て
ニ

個
穿
た
れ
て
い
る
。

91は
口
縁
部
の
破
片
で
あ
る
。
外
面
は
ナ
ナ
メ
ハ
ケ
、
内
面
は
ヨ
コ

口

円

筒

埴

輪

遺

（第
認
1
1
8
図
）

平
成
二
年
度
の
出
土
遺
物
に
は
、
円
筒
埴
輪
片
、
形
象
埴
輪
片
、
須
恵
器
片
な
ど
が
あ

る
。
大
半
は
円
筒
埴
輪
片
で
あ
り
、
総
重
量
は
一
七
三
・
八
六
狂
で
あ
る
。
墳
丘
か
ら
表

採
し
た

91¥100
を
除
き
、
周
堀
か
ら
の
出
土
で
あ
り
、
原
位
置
で
の
検
出
は
な
い
。

以
下
、
種
類
別
に
遺
物
の
概
要
を
述
べ
る
が
、
形
象
埴
輪
を
除
く
一
点
ご
と
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
観
察
表
を
作
成
し
て
あ
る
。
な
お
、
各
出
土
位
闘
図
及
び
写
真
図
版
の
遺
物

に
付
し
た
番
号
は
、
実
測
図
の
番
号
と
共
通
で
あ
る
。

物

ハ
ケ
を
施
す
。
内
面
に
は
格
子
状
の
窯
印
が
線
刻
さ
れ
て
い
る
。

凸
帯
は
断
面
台
形
の
も
の
か
や
や
多
い
。
透
孔
は
円
形
で
あ
る
。

2
 

A
類

橙
色

(
5
y
R
6
/
8
が
主
体
で
、
他
に
麟

Y
R
6
/
6
.
7
/
6
.
5
Y
R
6
/
6

•
7
/
6
.
7
/
8

な
ど
）
に
対
応
し
て
い
る
。
や
や
小
礫
を
含
み
、
焼
成
は
良
好
で
あ

る。

A
類
に
比
べ
、
薄
手
の
製
作
で
あ
る
も
の
が
多
い
。

98は
底
部
の
破
片
で
あ
る
が
、

外
面
タ
テ
ハ
ケ
、
内
面
ナ
ナ
メ
ハ
ケ
を
施
し
、
全
体
に
薄
手
の
つ
く
り
で
あ
る
。
器
形
な

ど
は
分
か
ら
な
い
が
、
お
お
む
ね
凸
帯
は
台
形
、
透
孔
は
円
形
を
穿
つ

。

B
類

浅
黄
橙
色
（
賃
Y
R
8
/
4
.
1
0
Y
R
8
/
3
.
8
/
4
)
が
主
体
で
、
他
に
橙
色
や

灰
色
、
に
ぶ
い
黄
橙
色
な
ど
か
あ
る
。
焼
成
は
良
好
で
あ
り
、
全
体
的
に
丁
寧
な
つ
く
り

の
も
の
が
多
い

。
胎
土
中
に
、
い
わ
ゆ
る
白
色
針
状
物
質
を
含
む
も
の
が
あ
り
、

B
類
の

特
徴
と
な

っ
て
い
る
。
凸
帯
は
台
形
の
も
の
が
や
や
多
く
、
し
つ
か
り
と
し
た
つ
く
り
の

も
の
が
多
い
。
透
孔
は
長
方
形
を
呈
す
る
も
の

•
9
4
)が
あ
り
、

B

類
の
み
に
確
認
で
き
る
特
徴
で
あ
る
。

形
象
埴
輪
は
破
片
の
み
か
出
土
し
、
全
体
を
復
原
で
き
る
資
料
は
な
い
。
以
下
、
種
類

ご
と
に
説
明
を
進
め
て
い
く
。

人
物
埴
輪

(103)

人
物
の
顎
の
部
分
で
あ
る
。
淡
橙
色

(
5
Y
R
8
/
4
)
を
呈
し
、
石
英
、
長
石
、
白

色
パ
ミ
ス
を
含
む
。
焼
成
は
良
好
で
あ
る
。
外
・
内
面
と
も
に
ナ
デ
調
整
で
あ
り
、
顎
部

は
粘
土
板
を
貼
り
付
け
て
い
る
。

馬
形
埴
輪

(102.105)

102
は
鏡
板
の
部
分
で
あ
り
、

f
字
形
鏡
板
を
表
現
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
表
面
に
は

口
形
象
埴
輪
（
第
18図）

3
 

9
 

．
 

2
 

8
 

．
 

5
 

• 

0

3

6

3

 

『

4
.
1
.
1
.
1
.
3
5
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で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。

焼
成
は
良
好
で
あ
り
、
外
面
タ
テ
ハ
ケ

（
日
高

慎）

円
形
浮
文
を
付
け
、
鋲
を
表
現
し
て
い
る
。
赤
色

長
石
、
白
色
パ
ミ
ス
を
含
む
。
焼
成
は
良
好
で
あ
る
。

全
体
に
ナ
デ
調
整
で
成
形
し
て
い
る
。

105
は
顔
面
部
の
側
面
で
あ
り
、
二
本
の
粘
土
紐
で
面
繋
と
手
綱
を
表
現
し
て
い
る

。
橙

5
 

色

(
Y
R
6
/
8
)
を
呈
し
、
チ
ャ
ー
ト
、
火
山
ガ
ラ
ス
、
白
色
パ
ミ
ス
、
角
閃
石
の

2
 

粗
い
砂
粒
を
多
く
含
む
。
焼
成
は
極
め
て
良
好
で
あ
る

。
外
面
ヨ
コ
ハ
ケ
（

一
・
一バ
2

炉

/
-
0
本
）
、
内
面
タ
テ
ハ
ケ
（

一
・
ニ

”2げ
／
一

0
本
）
後
ヨ
コ

ナ
デ
を
施
す
。

不
明
形
象
埴
輪

(101.104.106.107)

101
は
動
物
埴
輪
な
ど
の
脚
部
な
ど
が
考
え
ら
れ
る

。
橙
色
（
旦

Y
R
6
/
8
)
を
呈
し
、

石
英
、
長
石
、
白
色
パ
ミ
ス
を
含
む
。
焼
成
は
や
や
軟
質
で
あ
る

。
外
面
タ
テ
ハ
ケ

•
三
バ2
げI
v/
-
0
本
）
、
内
面
ナ
ナ
メ
ハ
ケ
及
び
ヨ
コ
ナ
デ
を
施
す

。

107
は
表
面
に
直
弧
文
が
あ
り
、
靱
な
ど
の
破
片
と
考
え
ら
れ
る
。
橙
色
（
閂

Y
R
6
/

8
)
を
呈
し
、
長
石
、
白
色
。
ハ
ミ
ス
、
角
閃
石
、
頁
岩
の
粗
い
砂
粒
を
比
較
的
多
く
含
む
。

(
-
•
四
杓
炉
／
一
0
本
）
を
施
す
。

104
は
板
状
の
粘
土
を
本
体
に
ナ
デ
つ
け
て
接
着
し
て
い
た
ら
し
く
、
剥
離
痕
が
あ
る

。

橙
色

(
5
Y
R
7
/
6
)
を
呈
し
、
チ
ャ
ー
ト
、
長
石
、
火
山
ガ
ラ
ス
、
白
色
パ
ス

ミ
、

酸
化
鉄
粒
の
粗
い
砂
粒
を
多
く
含
む
。
焼
成
は
普
通
で
あ
る
。
赤
彩
の
塗
布
が
確
認
さ
れ

る
。
部
位
不
明
で
あ
る
。

106
は
ヘ
ラ
エ
具
に
よ
っ
て
楕
円
形
を
切
り
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
明
赤
褐
色

(
2
Y
R

5
/
6
)
を
呈
し
、
白
色
パ
ミ
ス
、
酸
化
鉄
粒
を
含
む
。
焼
成
は
良
好
で
あ
る

。
画
面
と

も
に
ナ
デ
の
跡
を
残
し
て
い
る
。
円
筒
も
し
く
は
形
象
埴
輪
の
透
孔
の
切
り
損
な
い
部
分

（
一
・
一
符
炉
／
一

0
本
）
、
内
面
ナ
ナ
メ
ハ
ケ

一
部
に
ハ
ケ
メ
が
残
る
も
の
の
、

(
1
0
R
5
/
8
)
を
呈
し
、
チ
ャ
ー
ト
、

（
若
松
良
一
）

ほ
と
ん
ど
が
昭
和
六
三
年
度
お
よ
び
平
成
二
年
度
に
墳
丘
造
出
し
付
近
か
ら
表
採
さ
れ

た
も
の
で
あ
る

。
こ
れ
ら
は
胎
土
・
焼
成
に
強
い
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
。
胎
土
は
精
選

さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
砂
粒
を
含
ま
な
い
。
焼
成
は
い
ず
れ
も
堅
緻
で
、
高
温
焼
成
の
た
め
か
、

外
面
に
緑
黒
色
の
ガ
ラ
ス
質
が
釉
出
す
る
例
が
多
く
、
灰
を
被
る
例
も
少
な
く
な
い
。
色

調
は
灰
色
を
基
調
と
す
る
が
、
器
肉
は
紫
灰
色
も
し
く
は
赤
灰
色
を
呈
す
る
。
以
下
に
器

種
別
の
製
作
技
法
等
の
特
徴
を
掲
げ
る
。

壺

(1081
110
)

い
ず
れ
も
薄
手
で
丁
寧
な
製
作
で
あ
る

。
108
は
復
原
口
径

一
五
符
炉
の
口
縁
部
で
、
口

唇
部
を
つ
ま
み
上
げ
て
尖
ら
せ
て
い
る
。
体
部
は

110
の
よ
う
に
平
行
叩
き
の
後
に
カ
キ
メ

調
整
を
加
え
る
も
の
と
、

109
の
よ
う
に
叩
き
の
使
用
が
明
ら
か
で
な
い
も
の
と
が
あ
る

。

寝

(
111
1
119.124.128
)

111
は
口
縁
部
直
下
に
貼
付
け
凸
帯
を
付
す
る
も
の
で
目
を
引
く
。
1121115
に
は
平
行
す

る
凹
線
が
巡
る
。

113
と

115
に
は
櫛
歯
刺
突
文
が
施
さ
れ
て
い
る
。
体
部
は
叩
き
具
に
所
謂

格
子
目
状
の
原
体
を
用
い
る
。
内
面
の
当
て
具
痕
を
残
す
も
の
と
、
半
ス
リ
ケ
シ
と
が
あ

器
台

(
120ー

123
)

い
ず
れ
も
脚
台
部
の
破
片
で
あ
る
。

120
は
三
角
形
透
し
を
四
方
向
に
穿
つ
。
カ
キ
メ
調

整
後
、
三
段
の

N
字
状
波
状
文
を
施
す
。

123
の
透
孔
は
上
下
直
列
式
で
あ
る
。

堤
瓶

(125ー

127
)

125
は
類
部
の
付
く
体
部
で
、
復
原
径
は
二

0
バ2
炉
。
同
心
円
状
の
カ
キ
メ
調
整
を
施
す
。

126
は
カ
キ
メ
が
粗
く
、
別
個
体
で
あ
る
。

る。

（三）

須

恵

器
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二子山古墳出土遺物観察表

凡例

I. 胎土中に含まれる鉱物の名称は次のとおり、略称とした。

チャート→チ、長石→長、火山ガラスー火、輝石→輝、角閃石→角、雲母→雲、金雲母→金、石英→石、頁岩→

頁、塁灰岩→凝、片岩→片、白色軟質粒→白、酸化鉄粒→酸、白色パミス→パ、白色針状物質→針、黒色砂粒→黒

2.含有鉱物の内、特に顕著に含まれるものについては、アンダーラインを付した。

3.色調は新版標準土色帖（小山・谷原、二本色研、昭和45年）によった。

4.ハケメは比較に便利なように、 10本あたりの幅 (cm)で表示した。

5. 形象埴輪については、本文中に詳述するので省略した。

番号 種 別 形態・調整技法等の特徴 胎土の特徴 焼成・色調 ハケメ

（cm/10本）

円筒埴輪 外面タテハケ、内面ヨコハケ。口緑端部は 石、バ、黒 普通。 内外

1 口 緑 ヨコナデ。 橙(2.5Y R 6 / 8) I. 7 
A，類

2 99 外面ナナメハケ、内面ヨコハケ。口縁端部 石、長、パ、酸、黒 普通。 内外

A，類 はヨコナデ。 赤 (IOR5/8) 1. 6 

3 ” 外面タテハケ、内面ヨコナデ。口縁瑞部は 小裸を若干含む。 普通（やや軟質）。 外2.6 
B類 ヨコナデ。 石、チ、長、火、酸を比 浅黄橙

較的多く含む。 (7. 5 YR 8 / 4) 

4 円筒埴輪 外面タテハケ、内面縦位ナデ。凸器は M字 石、チ、長、＇パ、火、黒 普通。にぶい橙 外 I. 5 
体部 B類 形。透孔は方形。凸帯は M字形。 (7. 5 YR 7 / 4) 

5 II 外面タテハケ、内面ヨコハケ。透孔は円形 石、チ、針、火 普通。 内外

B類 橙(2.5Y R 6 / 8) 2. 8 

6 “ 外面タテハケ（二次調整タテハケ有り）、 石、チ、針、火 普通。浅黄橙 内外

・B類 内面ヨコハケ及び斜位ナデ。凸帯は台形。 (!OR8/4) 1. 8 

7 II 復原径36.0cm。外面ナナメハケ、内面ナナ 石、長、パ、酸、黒 普通。 内外

A，類 メハケ及び斜位ナデ。凸帯は台形。 赤 (10R5/8) 1. 3 

8 II 復原径24.0cm (1/15)。外面タテハケ、内面 石、長、パ、酸、黒 普通。 内外

A，類 ナナ メハケ。 凸帯は台形。透孔は円形。 橙(2.SY R 6/8)及び !. 5 
赤 (10R4/8)

g ” 復原怪34.0cm (1/12)。外面タテハケ、内面 石、長、パ、酸、黒 普通。 内外

A，類 ナナメハヶ及び凸搭裏面ヨコナデ。凸帯は 赤 (IOR5/8l 1. 8 
台形。

JO “ 外面タテハケ、内面ヨコハケ及びヨコナデ 石、長、パ、チ、黒 堅緻。浅黄橙 外 1. 6 
B類 凸帯は均整のとれた M字形。透孔は方形。 (7 5 YR 8 / 4) 内2. 0 

II II 復原径310cm。外面タテハヶ、内面ヨコハ 石、長、パ、酸を比較的 堅綬。 外3. 0 
A，類 ケ及び凸帯裏面ヨコナデ。凸帯は M宇形。 多く含むc 赤 (10R5/8) 内2. 2 

透孔は円形。

12 99 復原径300cm (l/10)。外面クテ ハケ、内而 石、長、バ、酸、火、黒 堅散。 内外

A，類 ナナメハケ。凸帯は台形。 赤 (75 R 4 / 8) 2. 4 

13 " 外面タテハケ、内面ヨコナデ。方形の透孔 石、長、バ、チ、黒 やや飲質。浅黄橙 外2. 2 
B類 蔀分の破片である。 (1QYR8/4) 

14 II 復原径340cm。外面ナナメハケ、内面ナナ 石、長、酸、火 堅敷c 内外

A，類 メハケ。凸器は台形。 赤 (IOR4/8) 1. 3 

15 円筒埴輪 外面タテハケ、底端部ヨコナデ、内 面縦位 石、チ、長、火 普通。 外 I. 6 
底 部 ナデ。 橙 (5YR7/6)
A，類

16 円筒埴翰 外面タテハケ、内面ナデ。凸帯は M字）もに 石、チ、長、バ 堅紐。浅黄橙 外 1. 3 
体部 B類 近い。透孔は方形もしくは半円形。 砂粒を含む。 (7. 5 Y R 8 / 6) 

17 円筒埴輪 外面タテハケ、内面斜位ナデ。 石、チ、長、パ、黒 堅緻。 外 l・ g 
底 邪

A，類
橙(2、5YR7/6) ． 
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備 考

A区4T

” 

II 

“ 

II 

A区4T外堤

寄り半分

A区4T 

A区4T外堤

寄り半分

A区4T 

A区 IT

A区4T 

99 

A区 IT 

A区4T 

99 

A区2T 

A区］ T 



番号 種 別 形態・調整技法等の特徴 胎土の特徴 焼成・色調 ハケメ 備 考

(cm/10本）

I ; 18 II 外面タテハケ、内面ナナメハケ及び底面付 石、チ、長、バ、黒 堅檄。朋赤褐 外 3. 5 A区 1T外塀

A，類 近はヨコナデ。凸帯は台形に近い。 (2. SY R 5 / 8) 内2. 4 

19 “ 外面タテハケ、内面ナナメハケ及びヨコナ 石、長、バ、酸、黒 堅撤。 内外 A区 IT 

A，類 デ。凸帯は台形に近い。 赤 (JOR4/8) 4. 0 

20 円筒埴輪 外面タテハケ、内面ナナ メハケ及びナデ。 石、チ、長、パ、酸、火 堅緻。明赤褐 外 3. 4 A区 IT外堀

体 郎 凸搭はつぷれた台形で、凸帯間の長さ 115 黒 (2.SYRS/8) 内2. 8 

A，類 cm。透孔は円形。

21 円筒埴輪 外面ナナメハケ、内面ヨコハケ 。口緑端部 チ、石、酸、パ やや軟質。 外 3. 2 A区 IT

口 緑部 はヨコナデ。 橙(2.SY R 6 / 8) 内3. 0 

A，類

22 99 外面ナナメハケ、内面ナナメ ハケ。口緑胡 チ、石、酸、バ やや軟質。 内外 ’’ 
A，類 部はヨコナデ。 赤橙 (10R6/8) 3. 2 

23 II 外面ナナメハケ、内面ヨコハケ。口緑端部 長、石、酸、パ 硬質。明赤褐 内外 A区 IT外堀

A，類 はヨコナデ。 (2. SY R 5 / 8) 3. 5 

24 II 外面タテハケ、内面ナナメハケ。口禄端部 チ、長、石、パ、黒 やや軟質。 外 1. g A区外塊

A，類 はヨコナデ。 赤橙 (10R6/8) 内 I.7 中堤寄り

25 円筒埴輪 外面タテハケ、内面ヨコナデ。 チ、長、酸、パ、黒 やや硬質。 外 1. 8 A区 lT 

体 部 橙 (5YR7/6)

A 2類

26 II 外面タテハケ、内面タテハケ。凸搭は均整 チ、邑、石、パ、黒 やや硬質。 外 1.2 99 

A 2類 のとれた台形。透孔は円形。 橙(2.5Y R 6 / 8) 内 1. 0 

27 ” 外面は凸帯部のナデのみ確認。内面ナナメ 乞、長、 バ、黒 硬質 内 1. 4 A区 2T

B類 ハケ。凸得は台形。二度焼き可能性あり。 灰 (N6 /) 

28 II 外面ナナメハケ、内面ナナメハケ後不定方 長、酸、パ、黒 硬質 外 3. 2 A区 IT 

A 1類 向のナデ。凸得はやや雑なっくり の台形。 赤 (10R4/8) 内2. 6 

29 99 外面タテハケ、内面ヨコ ハケ。凸帯の断面 チ、長、パ、黒 硬質 内外 A区 2T 

A，類 はM字形。 赤 (IOR~/8) 3. 1 

， 

30 ” 外面タテハケ、内面ヨコハケ 。凸器は形は チ、長、石、バ、黒 硬質 内外 ” 
A，類 くずれているがM字形であろう 。 赤橙 (!OR6/8) 1. 3 

31 99 外面タテハケ、内面ナナメハケ。凸帯はつ チ、長、角、パ やや硬質 内外 A区 lT 

A,類 ぶれた台形。透孔は円形。 橙(2.5YR6/8) I. 3 拡張区

32 “ 外面タテハケ、内面ナナメハケ 。凸帯は台 チ、長、石、角、パ、黒 硬質 外 3.4 A区 1T 

A 1類 形に近い。 橙(2.5YR6/8) 内4. 8 外堀

33 “ 外面は凸帯部のナデのみ確認。内面縦位の チ、長、石、パ、黒 やや硬質 浅黄橙 A区 2T

B類 ナデ。凸帯は台形。透孔は方形か半円形 c (7 5 YR 8/6) 

34 99 外面タテハケ、内面ナデ。凸帯は均整のと チ、長、角、 バ、黒 やや硬償 浅黄橙 外 1 3 ” 
B類 ． れた M字形である 。 (7.5 YR8/6) 

35 II 外面タ テハケ、内面ナデ。凸帯は台形。 チ、長、石、角、パ、黒 やや硬質 11Jl赤褐 外 1. 1 ” 
A，類 (2 5 YR 5/8) 

36 ’’ 外面タテハヶ、内面ナナメハケ 。凸搭 は、 長、石、角、酸、パ、黒 やや硬質 外 3. 3 A区 IT

A，類 つぷれた台形。 赤 (IORS/8) 内2. 6 外堀

37 “ 外面タテハケ、内面ヨコハケ 。凸帯はM字 角、酪、パ 硬質 内外 A区 2T 

A，類 形。 赤 (IOR4/8) 3. 0 

38 99 外面タテハケ、内面ナナ メハケ。凸帯は、 チ、長、角、酸、バ、黒 硬質 明赤褐 外 l. 5 A区 2T 

A 1類 整った台形。 (2. 5 Y R 5 / 8) 内2. 2 

39 99 外面タテハケ、内面ナナメ Iヽケ。凸摺は、 チ、長、パ、 やや硬質 浅黄橙 外 2 3 A区 1T （拡

B類 均整のとれた M字形。 (75YR8/4) 内2. 4 張区を含む）
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番号 種 別 形態・調整技法等の特徴 胎土の特徴 焼成・色調 ハケメ 備 考

(cm/10本）

40 ” 外面タテナデ、内面ヨコハケ。凸帯は M字 チ、長、パ、 やや硬質 浅黄橙 外 1. 9 A区外塀

B類 形。 (7 SY R 8 / 4) 中堤寄り

円筒埴翰 外面タテハケ、内面ナナメハケ 。底面付近 長、角、酸、バ 硬質。明赤褐 内外 A区 1T 
41 体 部 はヨコナデ。かなり変形している 。 (2.5YR5/8) 3. 5 

A，類

42 ／／ 外面タテハケ 、内面縦位ナデ、底面付近は 長、石、角、酸、パ、黒 硬質。 外 1. 3 A区2T
A2類 ヨコナデ。 橙(2.SY R 6 / 8) 

円筒埴輪 外面タテハケ、内面休止ヨコハケ。口緑郡 大粒の砂裸を大量に含む 極めて堅敷。 内外 B区外堀表採

43 口禄部 はわずかに外反して開く。端部はつまみ出 チ、長、パ、酸、火、輝 橙 (5YR6/6) I. 7 
A，類 ＇し、内側に段をもつ。

4 4 99 外面ナナメハケ、口縁端部はヨコナデ。内 角、パ やや軟質。にぷい黄 外 1. 5 B区中堤表採

B類 面は剥雄が著しい。 褐(IQYR 5 / 3) 

胎土が精選され、器肉は黒味を帯び、調整 陛を含まず、・細粒のみ少 極めて堅屈。 外 1. 0 B区槻査区北

45 99 の丁寧さで特筆される。外面タテハケ、内 量含む。 （精選）。 淡黄 (2.5Y8/ 4) 内 I. 2 西

B類 面ヨ コハケ。口緑端郎の ヨコナデは息が長 パ、耀、長、酸、角 灰 (5Y4/ll
く、回転台使用の可能性がある。

46 II 外面ナナメハケ、内面ヨコハケ。内外面と 石、パ、輝、酸 堅緻。浅黄橙 外 1. 5 B区内堀

B類 もに口緑端郎はヨコナデ。 (7. 5 YR 8 / 4) 内1. 6 

47 ” 外面ナナメハケ、内面ヨコハケ、内外面と 白色の物質が混入してい 堅散。 外 I. 5 B区中堤

B類 もに口緑端郎はヨコナデ。 る。 灰白 (5Y 7 / 1) 内1.3 
石、パ、酸、長

’’ 外面ナナメハケ、内面ヨコハケ。内外面と 石、パ、酸、黒 堅緻。浅黄橙 外 1. 5 B区内掘

48 B類 もに口縁端部はヨコナデ、外面には 2本の (10YR8/4) 内1. 3 
沈線有り。

49 " 内外面ともにナナメハケ、口緑端部はヨコ 石、パ、長、酸，黒 堅椛。浅黄橙 外 I. 5 B区中堤表採

B類 ナデ。 (!OY R 8 / 4) 内1. 4 

T 

50 ” 内外面ともにナナメハケ、口緑端部はヨコ 石、パ、長、輝、酸、黒 堅檄。浅黄橙 外 I. 3 B区内堀

B類 ナデ。 (7.5Y R 8 / 4) 内 1. 4 

51 II 外面ナナメハケ、口緑端部はヨコナデ。内 石、パ、黒、 堅懃。浅黄橙 外 I. 4 II 

B類 面ヨコハケ 。 (IOYR8/4) 内I.6 

52 II 外面ナナ メハケ、口緑端部はヨコナ デ。 内 石、 パ、チ、 長、黒 やや軟質。 外 1. 5 B区内堀 aグ

B類 面ナデ。 淡黄 (2.5Y8/31 リッド

円筒埴輪 外面タテハケの後、波状文を施す。内面ヨ 石、チ、 長、籟 やや軟質。浅黄橙 外 I. 3 B区内堀

53 体 部 コハケ及びヨコナデ。 (]0YR8/3) J 内 l. 2 
B類

99 外面タテ ハケ、内面ヨコハケの後ヨコ ナデ 石、 バ、輝、チ、酸、黒 堅徹。浅黄橙 外 1. 2 II 

54 B類 円形と思われる透孔有り。凸帯は台 形に近 (7. 5 Y R 8 / 4) 内l. 1 

し‘
゜

55 “ 外面タテ ハケ、内面ヨコハケ の後ナテ＇。凸 石、 バ、チ、酸、長 堅緻。にぷい橙 内外 99 

B類 搭は平らな M字形。透孔は方形又は半円 形 大粒 の砂粒を含む。 (5YR7/4) l. 7 

56 ” 内外面ともに タテハケ。凸帯は M字形。 石、パ、 長、チ 堅板。 内外 99 

B類 灰白 (2.5 Y 8 / 2 i I. 5 

57 “ 内外面ともにナナメハケ 。凸帯は台形に近 石、パ、酸、輝 やや軟質。 内外 " 
B類 し‘゚

淡黄 (2.5Y 8 / 3) 1. 3 

" 外面タテ ハケ、内面タテハヶ の後ナナメハ 陛を含 まず、細粒のみ少 極めて堅懃。 外 1. 2 B区中堤

58 B類 ヶ。胎土が精選され、調整が丁寧で45に類 量含む（精選） 淡黄 (2SY 8 / 3) 内 1 4 
する特徴をも つ。 凸帯は台形。 パ、輝、長、酸、角 灰褐 (IOYR4/1)

99 外面タテ ハケ、内面は丁寧な斜位ナデ。 大粒の砂礫を大塁に含む 堅緻。浅黄橙 外 I. 5 B区外堀 IT

59 B類 凸帯は上稜の尖る台形で、突出度が強 く、 チ、パ、酸、長、火、角 (10YR8/4) 

1. 1 cmを測る 。
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番号 種 別 形態・調整技法等の特徴 胎土の特徴 焼成・色調 ハケメ 備 考

(cm/10本）

60 II 外面タテハケ。内面ヨコハケの後、一部タ 石、バ、輝、チ 堅撤。灰白 外 1. 4 B区内堀 bグ

B類 テハケ。 (10YR8/2) 内 I. 0 リッド

61 II 外面タテハケ、内面ヨコハケ、凸帯は台形 パ、チ、酸、輝 堅緻。灰白 外 1. 8 B区内堀 aグ

B類 に近い。透孔は円形。 (2 5 YR 8 / 2) 内1. l リッド

62 ／／ 外面タテハケ、内面ヨコハケ。凸搭は台形 パ、チ、酸、長、繹、黒 堅級。浅黄橙 外 1. 4 B区内堀

B類 に近い。 (7.5YR8/4)) 内1. 6 

63 II 外面タテハケ、内面ナナメハケ。凸帯は台 パ、チ、火、酸、輝、黒 堅緻。浅黄橙 外 1. 4 ” 
B類 形に近い。内面調整はかなり凸凹が檄しい (7.5Y R 8/ 3) 内 1. 1 

64 ” 外面タテハケ、内面ナナメハケの後タテハ 礫を含まず、淘粒のみ少 極めて堅緻。にふくい 外 1. 5 B区 1T一括

B類 ヶ。 45・ 58に類する特徴をもつ。 量含む。 黄橙 (10 YR 7/3) 内 1. 1 

凸帯は台形。 パ、角、長 灰褐 (10YR 5/1) 

外面タテハケ、内面ナナメハケ。凸搭は台 石、バ、チ、酸、繹 堅殷。浅黄橙、内面 内外 B区内堀

65 II 形に近い。 灰白 (IOYR 8/4、 1. 5 

B類 、JOYR 8/2) 

66 II 外面タテハケ、内面ナナメハケ。凸搭は台 石、パ、酸、長、チ、黒 堅級。浅黄橙 外 I. 4 “ 
B類 形に近い。 (JOYR8/3) 内1. 0 

67 ” 外面タテハケ、内面 ヨコハケ、凸帯は台形 石、パ、チ、長、輝、火 堅敬。 外 1. 4 ／／ 

B類 に近い。 黒 灰白 (2.SY 8 / 2) 内 1. 3 

68 II 外面タテハケ、内面 ヨコハケ及びヨコナデ パ、チ、長、黒 堅緻。浅黄橙 外 1. 5 “ 
B類 凸搭は台形に近い。 (10YR8/3) 内1. 0 

II 外面タテハケ、内面斜位ナデ。凸搭は平ら 5. 0 mm程度の砂粒を多量 やや軟質。明赤褐 外 l. 8 ／／ 

69 A，類 なM字形。 に含む。 (2. SY R ~ / 6) 
石、チ、火

70 II 外面タテハケ。内面ヨコハケの後、下方へ 石、バ、チ、長、酸 堅徹。浅黄橙 内外 ” 
B類 のナデ。凸帯は台形に近い。 {IOYR8/3} 1. 2 

円筒埴翰 外面タテハケ、内面ナナメハケ。 チ、長、角、パ 硬質。 外 1. 3 B区内堀

71 底 郎 橙(2.SY R 6 / 6) 内!. I 

A，類

II 外面タテハケ、内面斜位ユピナデ。粘土板 砂殺を多旦に含む。 堅緻。外浅黄橙 外 1. 6 B区溝 l

72 B類 をまるめ端部を圧着した基部である 。底面 長、火、酸、バ (10YR8/3) 

に篠の圧痕がある。 内灰 (7.SY 6 /I) 

73 II 外面タテハケ、内面斜位ナデ。 ェ、長、角、火、パ やや硬質。にぶい橙 外 1. 7 B区内掘

B類 (7. 5 YR 7 / 4) 

7 4 ／／ 外面タテハケ及び底郎ヨコナデ、内面ナデ 角、パ やや硬質。 外 1. 3 B区中堤表採

B類 後ヨコ ハケ。 狡黄 (2.5Y8/ 4) 内 l. l 

復原底部径320cm (20％存）。外面 タテハ 砂躾を多塁に含む。 堅撤。 外 l. 6 B区 IT-1舌

75 II ヶ、内面斜位ユピナデ。外面のハケ調整の 長、輝、角、パ 外淡黄色

B類 ストロークは段をまたぐ。基部は粘土板を (2 SY 8 / 3) 

まるめ、端部を圧着する。第 1凸帯の高さ 内灰

は 9.6cm。凸帯は台形。 (5 Y 5 / 1) 

76 円筒埴輪 外面クテハケ、内面ヨコハケ。口縁端部は 細砂を少量含む。 堅緻。 外 1. 6 c区

口 縁部 ヨコナデ。 輝、伯、パ 灰白 (2.5Y8 / 2) 内 1.3 
B類 より白っぼい

77 99 外面タテハケ、内面ナナメ ハケ。 祖い砂挫を大量に含む。 堅撤。 内外 C区内堀

A，類 チ、長、角、頁 橙(75YR7/6) I. 2 

円筒埴輪 復原体部径32.0cm。外面タテハケ、内面斜 其灰岩の大小砂器を多旦 堅緻。浅黄橙 外 I. 5 C区 ！ 

78 体 部 位ナデ。若干退元している 。凸帯は 台形。 に含む。 灰白 (N7 /) I 
B類 長、角、凝

99 復原体部径3I 0cm。外面タテハケ、内面ナ 粗い砂因を多塁に含む 堅緻。 外 I 6 ’’ 
79 ナメハケ (2回調整）。凸椿は台形。 （佳は円~) 橙 (5YR6/6) 内 1. 7 

A，類 チ、長、包、パ
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番号 1種 別 形態・脚整技法等の特徴 胎土の特徴 焼成・色調 ハケメ 備 考

(cm/10本）

80 円筒埴輪 復原体部径410cm。外面 タテハケ、内面斜 砂粒を多旦に含む。 普通。淡黄 外 1. 1 C区

B類 位ナデ。凸搭は台形。 長、角、酸、パ (2. 5 Y 8 / 3 l 

81 “ 外面タテハケ、内面ナナメハケ。透孔は円 粗い砂粒を多量に含む。 堅檄。 外 I. 6 99 

A 2類 形。凸帯は M字形。 長、角、酸、パ 橙(2.SY R 6 / 8) 内2

゜” 外面タテハケ、内面ヨコハケ。透孔は円形 精選。細砂を少量含む。 堅緻。 外 1. 3 99 

82 B類 もしくは半円形。稲荷山古墳のヨコハケを 角、金、酸、パ 外乳白 内1. 2 
伴うグループに近似。凸帯は台形。 内灰 (JOY4/l) 

外面タテハケ、内面ナナメハケ (2回調 砂粒を少旦含む。 極堅撤。 外 1. 4 ／／ 

83 “ 整）凸帯は台形。 長、角、酸、パ 外浅黄橙 内1. 1 
B類 (IOYR8/3) 

内 褐 灰 (10YR6/l)

II 復原体郎径33.0cm。外面タテハケ（凸帯上 祖い砂器を多量に含む。 堅緻。明赤褐 外2. 0 “ 
84 下で異なる方向）内面ナナメハケ（幅4.7 長、角、酸、パ (2. 5 YR 5 / 6) 内1. 5 

A 1類 cm以上の幅広のエ具使用）。凸帯は台形。

85 ’’ 復原体部怪30.0cm。外面タテハケ、 内面斜 砂粒をやや多く含む。 堅徹。浅黄橙 内外 ” 
B類 位ユピナデ（一部tt}11ケ）。凸帯は台形。 長、角、酸、パ (10YR8/4) 1. 5 

86 ／／ 外面タテハケ、内面ナナメハケ 。凸帯は剥 細砂を少量含む。 堅緻。 外 1. 1 II 

B類 離。透孔は円形。 輝、雲、酸、バ 乳白 (82と共通） 内1. 0 

円筒埴輪 外面タテハケ、内面斜位ナデ。ハケ メは細 粗い砂礫を多塁に含む。 堅檄。 外!. 1 II 

87 底 部 かい。基部は粘土板成形だが肥厚しない。 チ、長、角、パ 橙 (5Y~6/S}

A，類

88 ” 外面タテハケ、内面斜位ユピナデ。 細礫をやや多く含む。 堅紐。 外!. 5 II 

B類 凸帯は台形。 長、角、酸、パ 淡黄 (2.5Y8/ 4} 

89 円筒埴翰 外面タテハケ。内面斜位ナデ。底面に篠圧 粗い砂製をやや多く含む 堅撤。 外!. 4 c区

底 部 痕有り。残存高7.9 cm。 パ、角、長 淡黄 (2.5 Y 8 /,t) 
B類

" 復原体部径20.0cm。 (20％存） c 外面タテ 粗い砂礫を多塁に含む。 普通。 外 1. 7 C区

90 ハケ、内面斜位ナデ。底郎に篠圧痕有り。 長、 パ、角、酸 橙 (5YR7/8)
A，類 粘土板をまとめて基部を作 っている。

円筒埴輪 復原体郎径36.0四。(25％存） 。外面ナナ 大粒の砂陛をやや多く含 極めて堅撤。 外 1.9 平成 2年度

91 口緑部 メハケ、内面ナナメ ハケ 、口緑端部はヨコ む。 赤 (10R5/8) （エ具輻 前方部東墳裾

A 1類 ハケロ緑部は端部付近で屈曲して水平に開 チ、長、 バ、酸、 麻 4. 6四以上 表採

＜ C 内面に の窯印有り。横画の右側が長 ある）

くなりすぎたので指でナデ消している。色 内2. I 
調が赤いことと、焼成良好な点から生出塚

産と推定される 。

円筒埴輪 外面タテハケ、内面斜位及び横位ナデ。凸 大粒の砂礫を多塁に含む 極めて堅緻。にぷい 外 I.5 ’’ 
92 体 部 搭は突出度が強いが一部調整が不十分であ チ、長、パ、輝、角、酸 黄橙 (IQYR7/4) 

B類 る。凸番は台形。

円筒埴輪 外面 タテハケ、 内面斜位 ナデ。原体は目 の 大粒の砂礫を多量に含む 極めて堅撤。に ぷい 外2. 8 昭和63年度

93 体 部 粗い、浅い刻みのもの。凸器はM字形だが チ、長、パ、火、針 橙(75YR7/1i) くびれ郡東

調整は丁宝である 。内面調整も丁宰で、ナ 表採

デのみを用いるのが特色。凸搭 直下 に方形

の透孔有り。

94 99 外面タテハケ、内而上段ヨコハケ、下段横 大粒の砂膝を多量 に含む 極めて堅檄。 外 1. 7 II 

B類 位ナデ。 93に類似し、凸器直下に方形透孔 チ、長、火、バ、輝、針 橙(7.5YR7/fi) 内1. 3 
有り。内面のヨコハケから、口縁部に近

く、霰上段と思われる。凸帯は M字形。

95 99 外面タテハケ、内面ナナメハケの後縦位ユ 大粒の砂雑を多憎に含む 極めて堅散。にぶい 外 I. g 99 

B類 ピナデ。凸帯は M字形。 チ、長、酪、角、輝、針 橙(7.5YR7/0

96 " 外面タテハケ、内面横位及び斜位ナデ。凸 大粒の砂佳を多量に含む 堅緻。 外 l. 0 昭和63年度

B類 帯は台形。 パ、チ 、角、 酸、針 橙(2.5YR6/6) 表採
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蓄号 種 別 形態 ・調整技法等の特徴 胎土の特徴 焼成・色調 ハケメ 備 考

（cm/10本）

II 外面タテハケ、内面上部ヨコハケ。上踏は 大粒の砂礫を多量に含む 極めて堅敬。 外2. 6 昭和63年度

97 B類 口緑部となるために内面にヨコ ハケ調整が チ、長、角、パ、火、針 橙 (5YR6/6) 内2. 4 前方部東表採

伴う。凸帯下に円形透孔。凸搭は M字形。

円筒埴輪 外面タテハケ、内面ナナメハケ。基底部は 粗い砂礫を極めて大量に 普通。 外 1. 5 昭和63年度

98 底 部 粘土板の両端を圧着して成形。底部は肥厚 含む。 橙 (5YR7/8) 内1. 8 表採

A，類 しない。復原底部径23.0cm。凸帯は台形。 チ、長、 バ、酸、角、火

頁

99 99 外面基底部ヨコハケの後タテハケ。内面基 砂礫をやや多く含む。 堅緻。朋赤褐 外l. 3 平成 2年度

A，類 底部ユピナデ。やや上方からナナメハケ。 バ、酸、角 (2. 5 YR 5 / 8) 内1. 4 造出中央表採

底部径35.5CII、体部径33.OCII。外面タテハ チ、長、石、パ、黒 極堅般。 内外 平成 2年度

100 円筒埴輪 ヶ、内面ナナメハケ及びユピナデ。凸帯は 赤橙 (lOR6 / 8) 1. 7 前方部東表採

平ら なM字形。透孔は円形。底部はかなり

A，類 変形しており、全体的に も雑なつくり。尚

外面の一部にタテ方向の亀裂のため、ナデ

をタテに施した箇所あり。

復原 口径15.0cm (13％存）。口緑端部をつ 砂粒をほとんど含まない 堅徹。 平成 2年度

108 須恵器壺 まみあげ尖らせ、下端にアゴを作る。無文 精選土。 外縁黒 (10G2/l) 西墳裾造出

口 縁部 外面はガラス質釉出。内面は灰オリ ープ色 内灰(7.5Y5/1l 表採

の灰を被る。 器肉灰褐

復原類部径 9.0cm。外面カキメ、内面ヨコ 砂粒はほとんど入らない 堅緻。内外明青灰

109 須恵器壺 ナデ。外面は斑点状に灰を被る。 が、白色バミスが少量入 (5 B 7 /I) 

頸～肩部 る。 器肉褐灰

(7.5YR6/l} 

外面平行タタキ（縦位）の後、カキメ闘整 109と共通。 堅緻。

i 1 0 須恵器壺 内面明瞭で深い同心円状当て具痕。 外 灰 白 (N7 /} 

肩 部 内，青灰 (5PB5/1)
器肉紫灰 (5RP6/!) 

須恵器大 復原口径34.6cm。口縁端部直下に太い貼付 II 堅殷。 平成 2年度

111 甕口緑蔀 凸帯。外面にはオリープ黒色 (5G Y2/1) 内外灰 (7.5Y6/ll 前方郎西側

のガラス釉出。 器肉褐灰 (5YR6/1) 墳裾表採

復原口径36.0cm。口縁端部をつまみ上げ、 109と共通。 堅般。 平成 2年度

112 ’’ 尖らせている。 2条の凸帯が現存。 （長石が入る）。 外 陪 灰 (N3/) 造出中央部

内器肉 表採

灰 (7.5 Y 6/1) 

口緑端郎をつま みあげ受口とする 。外面は 109と共通。 堅紐。 平成 2年度

113 ” 幅の広い凸搭とし、更に下端に銑い凸帯を 内外灰 (7.5Y6/1) 前方部西墳裾

付す。凹線の下に接して陥歯剌突文を施し 器肉褐灰 (5YR6/2) 造出南 2表採

緑黒色 (5G2/1)のガラス釉出。また内面

は灰被り。

体部は外面平行タタキ、内面同心円状当て l09と共通。 堅椛。 昭和63年度

1 1 4 須恵器 具痕。類部は内面ヨコナデ及び一郎同心円 外灰 (N5 / 1) 表採

大甕類部 状当て具痕が残る。同一個体と思われる。 内明青灰 (5B7 /1) 

類部小片（平成 2年度西造出南表採）あり 器肉 アズキに近い

灰渇 (7.SY R 5/2) 

外面 くすぺ焼き、内面部分的にオリープ灰 長石の溶けたものを多く 堅椒。 平成 2年度

115 須恵器大 色の灰被り。 3条 1組の凹線の上下に描歯 含む。 外 陪 灰 (N3 /) 造出南表採

甕口緑郎 刺突文を施す。色調は異なるが 113と同一 内灰 (N6 /) 

個体の可能性有り。 器肉赤灰 (5R6/1)

須恵器 外面は木目に直交した刻みの平行タタキ、 砂粒をほとんど含まず、 堅撤。 昭和63年度

I I 6 大襄体部 内面と直径の大きい同心円状当て具痕。 白色微粒子をわずかに含 外 暗 灰 (N3 /) 表採

外面は弱いガラス釉出 む。 内 器 肉 灰 (N6/)

外面目の粗い格子目状タタキ、内面同心円 109と共通 外陪青灰 (584/1) 平成 2年度

117 ” 状当て貝痕半スリケシ。 内灰 (N6 /) 造出北表採

器肉赤灰 (SR6/1)
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番号 種 別 形態・調整技法等の特徴 胎土の特徴 焼成・色1J11 ハケメ 備 考

(cm/10本）

外面目 の粗い格子目状タ タキ（余1位）、 堅傲。

118 須恵器 内面同心円状当て具痕を半スリケ シ（不十 109と共通 外灰 (10Y4/1} 

大甕体部 分） 。 内灰 (N5 /) 
外面は前面に弱いカ~う ス抽出 。 器肉紫灰 (5P6/ll

外面縦位の格子目状タ タキ、内面同心円状 “ 堅緻。 平成 2年度

119 須恵器甕 当て具痕を残す。外面は灰被り c 外 灰 白 造出中央表採

体 郎 (2. 5G Y 8 / 1) 
内陪青灰 (5PB4/ll
器肉赤灰 (5R6/1)

外面カキ メ、内面ヨコナデ。透孔の配置は 砂粒は全く 含まない。細 堅屈。 平成 2年度

120 須恵器 4方向。 3条の平行凹線により相対的凸線 かい白色パ ミスを少量含 内外、器肉 造出北表採

器台脚部 を作る。 3段の、端正で均ー的 N字状波状 む。 灰白 (N7/) 
文を施す。尚、波状文の切り合い部分をナ 外面と邪分的に

デケシした痕跡あり。 灰 (N5 /) 

外面はカキメの後、 2段の波状文（やや雑 砂粒はほとんど含まない 堅殺。 平成 2年度

121 ／／ で突出の著しい N字形） 。内面ヨコナデ。 白色徴粒を少量含む。 外灰 (N5 /) 造出中央部

透孔は三角形 E9 内器肉灰(N6/) 表採

外面カキ メ （現状で）2段の波状文を施す 121と共通。 堅撤。 平成 2年度

122 99 間帯は 2条の太い1!!1線。透孔は三角形 内外、器肉共， 西墳裾造出

オリープ灰色 南2 表採

(2.5GY6/l) 

外面カキ メ後波状文、内面ヨコナ デ。 透孔 砂粒はほとんど含まない 堅緻。 平成 2年度

l23 II は上下直列式配置。 が長石の溶解した粒を微 外青灰 (5B5/1) 造出北表採

かに含む。 内 器 肉

緑灰 (lOG6 / l) 

須恵器 外面目の粗い格子目状 タタ キ、内面同心円 109と共通 堅緻。 平成 2年度

124 大甕体蔀 状当て具痕半ス リケ シ。 117と同一個体。 内外、器肉 造出北表採

灰白 (N7 /) 

復原径20.0cm。現存部分は底部として製作 堅緻。 昭和63年度

された扁平面側。外面同心円状カキ メ、内 外 陪オリープEl: 表採

面ナデ。外面はガラ ス釉出。 99 (2. 5G Y 3 /I) 
125 堤 瓶 内明青灰

(5PB7/l) 

器肉紫灰

(5RP6/ 1) 

底部側の扁平 な体部。外面同心円状カキメ 109と共通。 堅殷。 平成 2年度

126 堤 瓶 は125より疎で別個体と みら れるc 肩部に 外 灰オリープ 前方部西墳裾

ケズ ，J調整。 内面には粘土板を掌 でのした (7. 5 Y R 6 / 2) 造出南表採

時の棠紋あり。外面には 半透明の自然釉c 内明青灰 (5B7/1)
器肉灰褐

(7. 5Y R 5/2) 

125と同一個体。蓋 として製作さ れる凸面 125と共通， 125と共通。 平成 2年度

127 " 側体部。カ キメ調整。 前方郭西墳裾

造出南表採

内面は灰白色の灰被り。 1 I 6と共通。 堅根。 昭和63年度

128 須恵器 外灰 (N4 /) 表採

大甕体邪 内 青 灰 (5B5/1)
器肉紫灰 (5RP5/l)

中世陶器か？ （こね鉢の可能性あり 。） 砂粒はほとん ど含ま ない 極堅敬。 平成 2年度

129 復原径320cm（小片からの復原） ＝内面、 長石粒と徴少の 白色粒子 外灰 (N6 /) c区内堀

外面回転ヨ コナデ。口禄部は陪灰色 を少塁含む。 内 オリープ灰色

(N 3/)のガラス釉出。内面は灰被り。 (2. 5 G Y 5 / l) 
器肉灰白 (N7/)
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度
は
み
と
め
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れ
な
い
。

強
す
る
材
料
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

二
子
山
古
墳
の
円
筒
埴
輪
は
、
諸
特
徴
か
ら
A
類、

A
類、

B
類
に
分
類
さ
れ
る
。

全
体
を
復
原
で
き
る
資
料
が
な
い
の
で
、
部
分
的
な
問
題
に
な
る
が
、
お
お
む
ね

A
類

は
大
型
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で
あ
り
、
多
条
凸
帯
の
円
筒
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輪
に
な
る
も
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か
あ
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と
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え
ら
れ
る
。
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は
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や
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の
つ
く
り
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と
か
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、
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に
な
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あ
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B
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は
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は
ま
っ
た
く
異
な
る
特
徴
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有
す
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
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針
状
物
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含

み
、
透
孔
が
長
方
形
に
な
る
も
の
が
あ
る
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と
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A
類、

A
類
と
は
異
な
る
窯
（
エ
人
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団
）
の
存
在
を
想
定
さ
せ
得
る
の
に
充
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で
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。
そ
の
候
補
と
し
て
は
、
南
比
企
丘
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を
先
ず
挙
げ
る
こ
と
か
で
き
る
。

A
類
の

91
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破
片
は
口
縁
部
の
破
片
で
あ
る
が
、
内
面
に
格
子
状
の
窯
印
が
存
在
す
る
。

（
註

l
)

ま
っ
た
く
同
じ
窯
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を
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つ
も
の
に
、
生
出
塚
窯
跡
群
出
土
の
円
筒
埴
輪
が
あ
る
。
従
来

か
ら
生
出
塚
産
の
埴
輪
が
、
埼
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墳
群
に
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給
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
先
学

（
註

2
)

に
よ
っ
て
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摘
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れ
て
き
た
こ
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で
あ
る
が
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今
回
の
資
料
は
、
そ
の
考
え
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ら
に
補

さ
て
、
二
子
山
古
墳
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円
筒
埴
輪
を
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ら
に
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す
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た
め
に
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今
回
は
ハ
ケ
メ
に
注

目
し
て
み
た
。
そ
の
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果
が
第

1
表
で
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る
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ハ
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メ
一

0
本
に
対
す
る
幅
を
示
し
た
も

の
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り
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体
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幅
（
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）
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ハ
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瞭
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A
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ハ
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出
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高

の
違
い
を
如
実
に
示

で
あ
る
、
稲
荷
山
古
墳
↓
二
子
山
古
墳
↓

第
3
集
）
鴻
巣
市
教
育
委
員
会

（
埼
玉
古
墳
群
発
掘
調
査
報
告
書

ト1293-9.. 97~9990~25 96→3 3以上

慎） 第 1表 円筒埴輪のハケメの特徴
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